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LGBTQ+ってなに？に対する

私たちなりの文章



ジェンダー

この社会にはさまざまな規範や理解、知識、言説があります。その

中の一種に、生殖や「家族」、労働、さらには服装や容姿に至るまでへ

の期待を身体的特徴（後述します）の一部と結びつけるものがありま

す。この枠組みを、ジェンダー（gender）と呼びます（Scott(1988) など。

anarchist_neko （2022）も参照のこと）。このジェンダーのシステムのな

かには、「女性」や「男性」、（実際には周縁化／透明化されがちですが）

「ノンバイナリー」など、さまざまなジェンダーに関するカテゴリー（ジェ

ンダー・カテゴリー）があります。そして、どのカテゴリーに属する／属さ

ないとみなされるかによって、例えば「女性」であればひとりの「男性」と

恋愛し、婚姻して子を産み、育児と家事労働に勤しむべきといった、期

待される／押しつけられる役割が異なります。現状、「女性」であるとみ

なされることによって押しつけられる立場は、「男性」とみなされるひとに

押しつけられる立場に隷属することを期待したり性暴力や経済的な搾

取の対象となりやすかったりするものが多く、この社会体制を家父長制

と呼びます。
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ジェンダー・アイデンティティ

私たちは、例えば挨拶一つから、教育、服装や仕事（ここでの「仕事」

は、労働の対価としてお金を受け取る「賃金労働」以外も含まれます）に

至るさまざまな社会的交流を繰り返して、この社会におけるジェンダー

を理解し、内面化し、これに基づいて、あるいは反発しながら、生活して

いくこととなります。そのような交流を通じて、私たちはさまざまなジェン

ダー・カテゴリーやカテゴリーの方、運動などに類縁性をおぼえたり距

離を実感したりしていきます。自分のアイデンティティのうちジェンダー

に関する一部を説明するものとして、もっとも強く類縁性をおぼえたり、

意識的に、無意識的に、あるいは「戦略的」に1受け入れたり標榜したり

したカテゴリーを、ジェンダー・アイデンティティ2（gender identity）と呼

びます（Jenkins （2016）、夜のそら（2020）も参照のこと）。

どのカテゴリーやカテゴリーに関するラベルを拒絶したり類縁性を一

切おぼえなかったり、あるいはおぼえても希薄だったりする方もいます。

そうった方やあり方を総称して、（広義の）Aジェンダー（agender；読み

方：「アジェンダー」や「エージェンダー」）と呼びます。このとき注意して

1Butler （1993）や Haslanger （2000）など。イリガライやスピヴァクの「戦略的本質
主義」とのつながりは、 Stone （2006）を参照のこと。

2「性自認」や「性同一性」とも言います。しかし、「性自認」は「自らの認識」に限定さ

れるという誤解を生じやすく（その結果、主にトランス差別的な論者から「性他認」とい

う用語が登場したりしました）、また、「性同一性」は「性同一性障害」（Gender Identity
Disorder; GID）という今は使われていない「病名」との結びつきが強いため、これらの
訳語の使用には、あまり賛同していません。
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ほしいのは、 Aジェンダーの方の多くは、「『ジェンダーがない』という

ジェンダーがある」わけではなく、そういった説明は誤っているというこ

とです。

Aジェンダーのうち、ジェンダー・アイデンティティを経験するが、強度が

弱かったり、条件付きであったりする方をデミジェンダー（demigender）

と呼びます3。さらに、ときとしてジェンダー・アイデンティティを経験した

り、常に経験していてもその強度が変化したりする方もおり、そのような

方をジェンダーフラックス（genderflux）と呼びます。

ジェンダー・アイデンティティのあり方は多様です。わかりやすく図示

することは難しいし、やや無理のあることでもあるのですが、ここでは

私たちが提唱した「ガンガゼ・モデル」を採用しましょう（anarchist_neko

2022. 本 ZINEの「ジェンダーを図示する」も参照してください）。

ガンガゼとは、ウニの一種です。「ガンガゼ・モデル」では、ガンガゼの

ように無数の「トゲ」がある「球」としてジェンダーを捉えます。この大量

に生えたトゲが、さまざまなジェンダーのカテゴリーです。女性や男性

は、多種多様な「トゲ」の二本にすぎません。女性か男性かという二択、

すなわち、「バイナリー」では答えにくい性別の全てが、（広義の）ノンバ

イナリー／非バイナリーなジェンダーです。

ガンガゼの断面図をみてみます（図 2）。中心部はジェンダーがない

状態を表します。真っ白なのは、この状態は図の中に表現しきれないか

3ただし、デミジェンダーは、他にも意味があります。 Aジェンダーと交差する場合
に限らず、「完全に〇〇というジェンダーでは表せない」という方を「デミ〇〇」と呼び、

そういった方の総称として「デミジェンダー」という語を用いることもあります
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女性

男性

図 1: ガンガゼ・モデル

らです。

個々のアイデンティティは、このガンガゼのなかのさまざまな領域として

表されます。各「トゲ」の先の方であるほど、ジェンダーに関する実感の

強度は強く、また、各「トゲ」から離れるほど、そのジェンダー・カテゴリー

の中心的な経験から離れていくとして理解されます。領域の位置や大

きさや個数はひとによりますし、位置や大きさ等が変化することもあり

ます。

図 2では「女性」と「男性」という二本の「トゲ」を通る切り方をしました

が、そうでない切り方もできますよね。そのような切断面上にも、同じよ

うにいくつもの「トゲ」があります。一部の方は「女性」や「男性」などでは

表せないこれらの「トゲ」上に、またはその周辺にアイデンティティがあ
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女性

男性

図 2: ガンガゼ・モデルの断面図 （例）

ります。そのような方のうち、特に他生物や概念を用いて理解・説明す

る方を総称して、ゼノジェンダー（xenogender）と呼びます（Baaphomet

2014）。

ご自身のジェンダー・アイデンティティを、ぜひ図にしてみてください。

あなたのジェンダー・アイデンティティやそれのないことを表すための領

域は、一つであるとも小さい点であるとも限りません。ポリジェンダー

（polygender）やマルチジェンダー（multi-gender）として説明される方

は、複数のジェンダー・アイデンティティを経験します。特に、経験する

ジェンダーが二つのみの場合、バイジェンダー（bigender）と呼びます。

バイジェンダーの方には「女性」と「男性」を同時にアイデンティティとし
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てもつ方もいますし、そうでない方もいます。また、ジェンダー・アイデン

ティティが流動するひともおり、そのような方やあり方をジェンダーフル

イド（genderfluid）と呼びます。

もちろん、「わからない」や「模索中」もありです。それが LGBTQ+の

「Q」で表されているものの一つ、クエスチョニング（Qのもう一つの意

味は「クィア」です。これはあとで説明します）です。模索するのは何歳

からでも問題ないし、何年続けていても問題ありません。また、「わから

ない」ということを積極的に受け入れ、自らのあり方をそう説明する方

もいます。
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セックス

さて、ジェンダー・アイデンティティはこのように多様ですが、「男女」な

どという表現にみられるように、我々の社会では依然として、すべてを

「女（性）」と「男（性）」のふたつに区別して、さまざまなジェンダー規範を

適用しようとする傾向があります。この思想を性別二元論と呼び、これ

に基づく社会的制度を性別二元制と言います。性別二元制において、

もっとも暴力的でもっとも大切とされている行為の一つが、出生時にお

けるセックスの判別と法的登録でしょう。

さまざまな遺伝学的、解剖学的特徴
（指の長さ、耳垢のタイプ、外性器の形状、 SRY+/−、…）

遺伝学的、解剖学的特徴の一部
（外性器の形状、 SRY+/−、…）

セックス
（女 男）

法的な「性」
（（X、）女、男）

割り当てられたジェンダー
（女性、男性、…）

ジェンダー規範

図 3: セックスとジェンダー
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セックス（sex）とは、社会的枠組みとしてのジェンダーを参照しながら

身体の一部を解釈した結果の総称です（Laqueur 1990; Butler 1990な

ど）。二元的なジェンダーの理解を「自然」なものであると主張するため

に用いられることもあります（Butler 1990）。

私たちは指の長さのように外見的にわかるものから、検査をしなけれ

ばわからないような一塩基レベルの差異（silent SNPsなど）まで、さまざ

まな身体的・遺伝学的差異をもって生まれてきます。セックスの判別は

その一部を恣意的に強調して行われます。このとき着目される「身体の

一部」は、 SRY 遺伝子の有無4から、その発現量、染色体型、いわゆる

性ホルモンの割合や血中濃度、産生する（ことが期待される）配偶子の

大きさ、外性器の形状など、文脈や目的に応じて異なります（Ainsworth

2015; Fausto-Sterling 2000 2012; Richardson 2015も参照のこと）。

医学的・生物学的には、セックスは決してふたつではなく、複数の要

素から決定される連続的な線分など（Montañez 2020など）として説明

することが正確です。インターセックス5（intersex）とは、この線分のい

4遺伝子についての補足。遺伝子とは、現代的には機能的な RNAを産生する DNA
上の領域を意味します（Orgogozo Peluffo and Morizot 2016）。あるひとつの遺伝子が
ある／ないからと言って、必ずしも観察可能な差異とが表れるとは言えません。例えば、

遺伝子は転写や翻訳のプロセスのなかで、プロモーター領域や転写調節因子、さらに

はエピゲノムなどの調節や制御を受けます。また、遺伝子生産物自体も、体内において

は他の遺伝子生産物等と相互作用し、場合によっては他の遺伝子（産物）が「代わり」

をしたり「無効化」されたりすることもあります。
5特に医学的な特徴に着目した、 DSDs （Diversities in Sexual Development （性

分化に関する多様性）、または Disorders in Sexual Development （性分化疾患））とい
う言い方もあります（Lee et al 2006）。なお、「インターセックス」という語はかつて差別
的な意味があり、現在でも使用を避ける方がいる一方、奪回（リクレイム）した使用も広

まっています (Lee et al 2006; Preves 2003; Reis 2007）。ここでは、リクレイムされたもの
として使用します。
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ずれの端でもないセックスに関するとされる特徴や生殖に関する解剖

学的構造のある方たちのことを広くあらわす表現です。このスペクトラ

ムのいずれかの端に近いセックスの方をペリセックス（perisex）やノン・

インターセックス （non-intersex）と表現します6。

社会的には、多くのひとは染色体等の検査なく主に外性器の形状に

基づいて出生時に性を「判別」され、これを法的に登録されます（法的

な「性」7（legal sex））。 2025年現在の日本では、この「判別」は「女」また

は「男」の二元論に基づいて8行われます。そして、多くの家庭や社会で

は、この登録などに基づいて出生時からジェンダー・カテゴリーを割り当

てられ（割り当てられたジェンダー）、おもちゃからランドセルの色、「家

族」における役割、さらには恋愛や婚姻に至るまで、さまざまな場面で

繰り返し規範に従うことを期待されることとなります。

6LGBTQ+にインターセックスの “I”を足し、「LGBTIQ+」等という表現をすることも
ありますが、議論もあります。ここでは Koyama （2004）で提示されている問題意識を
真摯に受け止め、あえて「LGBTQ+」と表記します。

7これを「出生時に割り当てられたジェンダー」（AGAB; Gender Assigned at Birth）
と呼ぶこともあります。ややこしいですが、「出生時に割り当てられたセックス」と呼ぶ

ほうが正確だと考えています。いずれにせよ、ここではこれらの用語を採用しません。

また、本稿では別の意味で「割り当てられたジェンダー」という語を用いています。
8ただし、決定が困難と判断された場合は、追完を前提として一時的に戸籍上空白

とすることがあります。また、オーストラリアなど、「X」などのカテゴリーが存在する制度
を採用している国家もあります
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3.1 インターセックス

インターセックスについて、もう少しお話します。約 2%のひとにイン

ターセックスの特徴があると考えられています（Blackless et al. 2000）

が、そのなかには遺伝子検査等をしないとわからない方もいれば、日々

の生活に困難を抱える症状を経験している方もいます。また、インター

セックスの特徴は、出生時のほか、成長してから確認される場合もあり

ます（United Nations for LGBT Equality 2017）。トランスジェンダー（後

述）のインターセックス当事者もいれば、シスジェンダー（後述）の当事

者もいます。

インターセックスの方に対する暴力的な慣習として、 1950年代以降

広まった小児手術の強制があります。この手術は、これが不要であるこ

とを示唆するデータを無視した（ISNA n.d.） John Moneyによって発展

させられました。 Moneyは、彼の信じる「女 female」または「男 male」

の身体となるように、インターセックスのこどもたちへ強制的にホルモン

補充療法や外科手術を行いました（Fausto-Sterling 2000）。 さらに、ペ

ニスを形成する手術が困難であるという理由で、強制的に女性を割り

当てられることも少なくありませんでしたが、多くの事例では、当事者

の合意はとられず、その保護者にも十分な説明はなされていませんで

した（ISNA n.d.）。この結果、自死してしまった方もいました（“John/Joan

事件”）。

インターセックスの方々は、現在もなお、性別二元論に基づいた外

科手術等を強要されています。性ホルモンの分泌腺や生殖器に不必要

な不可逆施術を行うこともあります。このような手術等は、性的機能や

11



妊娠能、さらにはウェル・ビーイングの低下などの副作用をもたらすこ

ともあります。 interACTなどの当事者団体や国際連合やWHOは、こ

ういった不要な手術等は人権侵害であると宣言しています9。また、同

時に、トランス差別的な法令等の影響を受けて、インターセックスの方

も必要な医薬品や手術等へのアクセスを制限されています（interACT

2025）。 LGBTQ+運動はインターセックス・コミュニティとの連帯が不可

欠であると、私たちは考えています。

9interACT （2018）に賛同団体等のリストあり。

12



LGBTQ+ってなに？　に対する、私たちなりの文章

ジェンダー・モダリティ

出生時に割り当てられたジェンダーとジェンダー・アイデンティティと

の関係を性別の様式（ジェンダー・モダリティ； gender modality）と呼び

ます（Ashley 2022）。ジェンダー・アイデンティティが出生時に割り当て

られたジェンダーと一致するないしは非常に近い場合、シスジェンダー

と言います。一方、一致しない場合、（広義の）トランスジェンダーと言

います。女性のうち出生時に割り当てられたジェンダーが「男性」であっ

たひとのことをトランス女性、男性のうち出生時に割り当てられたジェン

ダーが「女性」であったひとのことをトランス男性と言います。

この説明のみではノンバイナリーや Aジェンダーの方はトランスジェ

ンダーであると思われてしまうかもしれませんが、「トランスジェンダー」

「シスジェンダー」という理解の枠組みのみでは十分に説明できないあ

り方の方もいます。「（広義の）トランスジェンダー」の説明に合うからと

いって、必ずしもそのひとがトランスジェンダーであると自己認識してい

るとは限りません（私もそのひとりです。本 ZINEの「「日本語版ジェン

ダー調査 2023」調査結果」も参照してください）。

トランスジェンダー（トランス）やノンバイナリー、Aジェンダーの方の一

部は、自分のアイデンティティと合致する性別として扱ってもらえなかっ

たりセルフイメージと身体が乖離していたりすることによって、激しい違

和・不合を経験します（Pease et al. 2022など）。そのため、トランスジェ

13



ンダーの方の一部はトランジション10（transition）します。トランジション

には、抗ホルモン剤という可塑性のある薬剤の使用や、ホルモン補充療

法（HRT; Hormone Replacement Therapy）、身体違和解消手術などを

通じた医学的なもの（「医学的トランジション（medical transition）」）と、

人称代名詞や名前の変更、服装の変化、使用する場所の変化といった

社会的交流のあり方の変化を通じたもの（社会的トランジション（social

transition））、そして戸籍やパスポート上の名前や法的な「性」の更新な

どに関わる法的トランジション（legal transition）との三種類に大きく分

かれます（これらは独立しているのではなく、交差しています）。一方で、

経済的要因を含めたさまざまな理由により、トランジションしない方やで

きない方もいます (本 ZINEの「「日本語版ジェンダー調査 2023」調査

結果」も参照してください）。

10「性別移行」とも言います。ただし、私の認識としては自らのアイデンティティに合

うように他のものを変化させるというのがトランジションであり、「性別移行」は性別自

体を移行しているように誤って受け止められがちなため、この訳語に消極的です。
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ジェンダー表現

ジェンダー表現（gender expression）とは、ジェンダー・アイデンティ

ティに関わらず、服装や喋り方、人称代名詞などと結び付けられたジェ

ンダー・ラベルです。ここで注意して欲しいのは、トランジションの際に

取られるかもしれないジェンダー表現の変化はあくまで過程の一部で

あり、トランジションの理由でも目的でも全員が経験することでもない

という点です。

5.1 人称代名詞

人称代名詞について少しお話ししましょう。人称代名詞（personal pro-

nouns）とは、主にひとを指す際に使われる代名詞のことです。英語では

I や you、 sheなど、日本語では「ぼく」や「あなた」、「彼女」などがこれに

当たります。人称代名詞の一部には、ジェンダーに関する示唆が全く含

まないジェンダー・ニュートラルなものもありますが、性別化されている

ものもあります。

人称代名詞は、ただひとを指したり外的な世界を反映したりするの

みでなく、われわれの存在する世界を「構築」するはたらきもあります

（Austin 1975; Butler 2013 なども参照のこと）。また、相手の望まぬ代

名詞を使用することはセルフスティグマ11につながったり（McLemore

11社会における偏見や差別的価値観を内面化し、自分自身に向けてしまうこと。
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2014）、深刻な精神的苦痛を引き起こしたり（Cordoba 2022）、そのひと

にとって居心地の悪い環境をつくることを正当化してしまったりする

（Dembroff and Wodak 2018）働きもあります。

そのため、相手を正しく言及する代名詞を用いることが大切です。人

称代名詞は多くの場合対象の性別と一致するものの、必ずしもそうで

あるとは限りません（Conrod 2020。本 ZINEの「「日本語版ジェンダー

調査 2023」調査結果」も参照してください。）。例えば、 heの女性や she

の男性などもいます（Legman 2006や Smaal 2014 Mathiot and Roberts

1979など）し、一人称が「ぼく」の女性もいます（本田 2011）。モノジェン

ダー（ジェンダー・アイデンティティがひとつ）の方であっても、複数の人

称代名詞の方もいます。相手の人称代名詞がわからない場合は尋ねる

か、ジェンダー・ニュートラルなものを使用しましょう。勝手に予想しては

いけません。ただし、本人が共有していない相手に勝手に共有すること

はアウティングになりうるので、気をつけてくださいね。

英語における人称代名詞に着目しますと、「伝統的」とされるものは、

女性寄りを指す she、多くの場合男性寄りを指す he、そして（ノンバイナ

リーではなく）ジェンダー・ニュートラルな（単数の） theyの三種類とされ

ます。 これらを旧代名詞（protopronouns）と言います。旧代名詞以外

の人称代名詞を新代名詞（neopronouns）と言い、例えば xe などが含

まれます。聞き慣れないものや難しいものは調べてみたり、相手を尊重

しながら尋ねたりしてください。

16



LGBTQ+ってなに？　に対する、私たちなりの文章

5.2 単数の they

Theyは複数のひとを表すこともありますが、ひとりを表す場合もあ

ります。後者の they を単数の they （singular they）と呼びます。単数

の they の活用や動詞のかたちは、複数の they と基本的には変わりま

せん12。

例：　

Niaは they/themです。 Niaは嬉しそうにコーヒーを飲んでい

ます。

∗Nia is drinking coffee. They is happy. （誤）

Nia is drinking coffee. They are happy. （正）

単数の theyは、新しく出てきた用法ではなく、 14世紀以降広く使わ

れ続けています（Balhorn 2004）。英語母語話者でも、単数形の they を

不自然だと主張する者が、それを主張するなかで単数形の theyを意識

せずに使ってしまう例がしばしば見受けられるほどです。アカデミック・

ライティングなどの場でも、例えばAPA第七版からは単数の theyの使

用が推奨されています（APA 2020:45）。

12ただし、 themselves ではなく themself とすることが多いです。
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惹かれ

さて、ひとりまたはそれ以上の他者と親密な関係を築いたり、そうする

ことを望んだりする方がいます。このような欲求を惹かれ （attraction）

と言います。惹かれの一部には名前がつけられています。代表的なもの

として、「恋愛的惹かれ（romantic attraction）」や「性的惹かれ （sexual

attraction）」があります。前者はより大きく、「感情的惹かれ （emotional

attraction）」、後者は「身体的惹かれ（physical attraction）」の一部であ

るとされます。惹かれをどのように図で表すかは複数のモデルが有るの

ですが、例として、私たちの理解を図 4として示します。

惹かれに基づいた関係にいる相手に対する特別な呼称もあります。

たとえば、クィアプラトニックな惹かれに基づいたパートナーをズッキー

ニ（zucchini）とも呼びます（kaz 2010）。

また、惹かれを経験する対象は、ひとりとは限りません。複数の相手

に惹かれを経験することをポリアモラス （polyamorous）と言い、ポリア

モラスな関係をポリアモリー（polyamory）と呼びます。対して、ひとりの

みに惹かれることをモノアモラス （monoamorous）と言い、モノアモラス

な関係をモノアモリー（monoamory）と呼びます。現代の多くの社会制

度は、婚姻制度をはじめとしてモノアモリーを前提としており、そのよう

な規範を「モノアモリー規範」と言います。
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図 4: さまざまな惹かれの分類（例）
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6.1 Aロマンティック、Aセクシャル

惹かれはすべてのひとが経験するわけではありません。恋愛的惹か

れを例に取ると、これを経験しない、または、経験してもとても弱いこと

をAロマンティック（aromantic；読み方：「アロマンティック」や「エーロマ

ンティック」）と呼び、経験することをロマンティック（romantic）や alloロ

マンティック（alloromantic；読み方「アロロマンティック」）と呼びます13。

性的惹かれについても同様に、これを経験しないことを Aセクシャ

ル（asexual；読み方：「アセクシャル」や「エーセクシャル」）14、経験するこ

とをセクシャル（sexual）や alloセクシャル（allosexual）と言います。 A

ロマンティックは aro （読み方：「アロ」）、 Aセクシャルは ace （読み方：

「エース」）と略されることも多いです。さらに、性的惹かれを弱く、また

は条件付きで経験することをデミセクシャル（demisexual）と言います。

恋愛的惹かれについても同様に、デミロマンティック（demiromantic）と

言います。恋愛的（／性的）惹かれを経験する強度が変化することを、

ロマンティックフラックス (／セクシャルフラックス)やアロフラックス（／

エースフラックス）と言います。

実際には、恋愛的惹かれや性的惹かれの間に関係がある方もいる

ため、スプリット・アトラクション・モデル（split attraction model [SAM]）

と呼ばれるこのモデルには異議もあるのですが、大切なのは、 alloセク

13allomanticや allosexualは、カタカナで書くと一文字違いの「アロマンティック」や
「アセクシュアル」と見間違えられることも多いため、 alloの部分をアルファベットで書
くようにしています。夜のそら（2019a）なども、この表記を採用しています

14日本語圏では、一切性的惹かれを経験しないことを特にノンセクシャルとして区

別することもあります。なお、 A セクシャルは惹かれに関する概念であり、性行為をし
ないという意味でも、性的欲求がないという意味でもありません（夜のそら 2019b）。
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シャルであるからといって alloロマンティックであるとは限らないし、 A

セクシャルであるからといって（例えば）美的惹かれを経験しないとは必

ずしも言えないという点です。

社会の多くでは、 alloセクシャルかつ alloロマンティックの方以外が周

縁化されています。「すべてのひとがひとりのひとと恋愛的かつ性的な愛

情に基づいた関係性を求めており、これによって幸福となるという規範的

な期待」（Brake 2018:abstract）を恋愛伴侶規範15（amatonormativity）

と言います。

6.2 惹かれの指向

私たちは「惹かれの指向（attraction orientation）」という概念を提唱

しています。これは、惹かれをおぼえる相手の性別と自分の性別との関

係を表す概念です。代表的な惹かれの指向には、「恋愛的指向」、「性

的指向」があります。恋愛的指向を例にしたものが、図 5となります16。

「ゲイ」という表現は、恋愛的指向に限らず、性的指向を表すこともあ

ります。似た意味のことばとして「ホモセクシャル」もありますが、特殊な

場を除いては、この語の差別的な歴史を踏まえて避けられることが一

般的です。また、ゲイは特に日本語圏では男性に惹かれをおぼえる男

15夜のそら（2020）の提案した訳語に基づきます。夜のそらは、恋愛伴侶規範を「「一
人の特別な人に恋愛をして、その人と結婚して、ずっとその人だけを大切にすることが、

人間の最高の幸せ」という考え方、あるいは、そういった考えに基づく圧力」として説明

しています。
16A セクシュアルや A ロマンティックを「指向」の一種とするか（「見えない指向」

（Decker 2015））、惹かれる対象がいない以上「指向」という概念で理解すべきでないと
考えるかは、いくつかの議論があります。ここでは夜のそらに従って、「指向」の一種ｔｐ

そて。図 5内に示します。
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性のみを表すことが多いですが、英語圏では性別を問わず、ヘテロロ

マンティックかつヘテロセクシャルでない惹かれの総称としても、一般

的です。

女性寄りのひとに惹かれをおぼえる女性寄りのひとを中心に、レズビ

アンという表現も使われます17。性的・恋愛的対象が複数の性別である

レズビアンをM-specレズビアンと言います18。

さらに、マルチロマンティック（／マルチセクシャル）の方のうち、惹か

れを経験する対象の性別が二つであるひとを中心に、バイセクシャル

（／バイロマンティック）と言います。ただし、「惹かれを経験する対象の

性別が二つ以上」と拡張されて理解されることもあり、この拡張的な面

を強調して Bi+と表記されることもあります。

また、先ほど出てきたクエスチョニングは、惹かれの指向にも用いら

れます。ここでまとめて再度説明すると、クエスチョニングとは、現在自

分のラベルがわからなかったり、探求、学習、または実験したりしている

ひと、さらには「わからない」というあり方を積極的に受け入れたひとの

総称です。

17ここで「中心に」と書いているのは、ノンバイナリーの方やトランス男性の一部もレ

ズビアンであるからです。
18ただし、この概念はコミュニティ内でも激しい議論があり、レズビアンではなくバイ

セクシャルやパンセクシャル等の一部と考えるべきだという意見もあります。私個人の

見解はあるものの、ここでは脚注として言及するだけにとどめます。
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図 5: さまざまな惹かれの指向（例）
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クィア

クィア（Queer）は、元来は特にゲイの男性へ向けられた差別語として

用いられていた言葉です。すでに 19世紀末には、性的な「逸脱」をあら

わし、フェミニンな男性や男性と性的関係をもつ男性を指す蔑称として

用いられていました（Robb 2004）。しかし、 Queer Nationが 1990年に

配布した『クィアよ、これを読め！QUEERS READ THIS!』などを受けて、

現在は LGBTQ+の連帯や抵抗の象徴的な表現として広く奪回（リクレ

イム； reclaim）されたと考えられています（Scherrer 2008など）。

まあ、確かに「ゲイ」は良い言葉だ。適している場面もある。

だが、我々レズビアンやゲイ男性の多くは、朝、目を覚ます

とき、怒りと嫌悪を覚えている。決してゲイ（陽気）ではな

い。だから我々は自らを「クィア」と呼ぶことにした。世界か

らどのように見られているかを忘れないために。同時に、ス

トレートに支配された社会で、自らの生活を隠し周縁化させ

たまま、面白くて魅力的な人間である必要などないと言うた

めに。[...]そうだ、「クィア」は確かに荒々しい言葉でもある。

だが、ホモフォーブの手から奪い取り向け返すことのできる、

冴えた皮肉な武器ともなりうるのだ。

『クィアよ、これを読め！』1990.（sykality訳）.

現在、「クィア」という語には少なくとも三つの意味があります。まず、

alloシスヘテロでない全てのひとまたは彼人らのコミュニティ。もう一つ
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は、ここまで見てきたどの用語でも十分に表せないあり方の全て。そし

て、三つ目は、社会的な期待に反する／抵抗することを積極的に受け

入れた当事者ら。

われわれのいうQueer（大文字Qであることに注意せよ）は、

その抵抗の力で定義される  ——〈普通らしさ normalcy〉に挑

戦するすべてへと仕掛けられた戦のなかで鍛え上げられた、そ

の力に。〈普通らしさ〉は、白人至上主義であり、資本主義で

あり、alloシスヘテロ規範であり、家父長制であり、単数愛制

であり、able-bodiedである。Queerとは、これら以外のすべ

てである。

anonymous from Reclaim Pride Brighton. 2021（a.n. 訳）.

この第三の意味でのクィアは、常に開かれた、流動的で、自己更新的な

政治的実践です（Butler 1993など）。私たちは、このような意味で自分

たちを「クィア」と表現しています。
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LGBTQ+

以上を踏まえたうえで、初めて「LGBTQ+」という語の意味を伝える

ことができると、私たちは考えています。たしかに「Lはレズビアンの L、

Gはゲイの ‘G’、 Bはバイセクシャルの ‘B’、 Tはトランスジェンダーの

‘T’、Qはクエスチョニングやクィアの ‘Q’、＋はそれ以外」という説明の

みでも、誤ってはいません。ですが、それぞれの文字で表されているコ

ミュニティは独立しているわけでも真空の中にあるわけでもありません。

各々が経験する抑圧もそれに対する抵抗も、決してバラバラに切り離

すことはできません。そして、このことを「LGBTQ+」という表現から切り

離すこともまた、不可能なのです。

例えば、 ‘L’が ‘G’の前にあるのも、 AIDSクライシス19の際にレズビ

アンの活動家が率先してゲイ男性の支援を行った歴史を踏まえてです。

クィアという表現を肯定的に使い始めた初期の例である『クィアよ、これ

を読め！』が配布されたニューヨーク・ゲイ・プライド・マーチは、 1969年

のストーンウォールの革命 (Stonewall Revolution)20に参加した Craig

1970 年代から 90 年代、 HIV や AIDS の知識が不十分だったアメリカにおいて、
AIDSがゲイ・コミュニティやドラッグ使用者を中心に爆発的に流行しました。この流行
（エピデミック）およびその際生じた社会的パニックを「AIDS クライシス」と言います。
AIDSの流行や AIDSクライシスに対するレーガン大統領の一連の政策は、ゲイ差別的
側面も強かったと指摘されています (Shilts 1987)。

20ストーンウォールの反乱 (Stonewall Riots) とも。 1969年 6月 28日の深夜に起
こった、ゲイバー Stonewall Inへの強制捜査とそれへの抵抗から始まった一連の抵抗
運動。トランス女性や「ブッチ」のレズビアン、ドラァグクイーンやその他クロスドレスして

いる (とみなされた) 方の逮捕が目的でしたが、バーの客や集まった見物人が警察に
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Rodwell らが発起人です。ストーンウォールの革命やそれ以降の運動

でも、Marsha P. Johnsonや Sylvia Riveraといったトランス女性は中心

的な役割を担っていました。また、上述のQueer Nationも、AIDSの流

行やこれを阻止するために始まった団体 ACT UPと密接に関わってい

ます（Berlant and Freeman 1993）。

「LGBTQ+」は、だから、ただ「レズビアン」、「ゲイ」、「バイセクシャル」、

「トランスジェンダー」、「クィア」、「クェスチョニング」の略語ではありませ

ん。これは、私たちに対する抑圧とそれへの抵抗を前提とした、コミュニ

ティと実践、そして連帯を表す標語なのです。それぞれの文字で表され

ているコミュニティや運動を、それらがどう交差している／しうるのかを

説明せずに、「LGBTQ+」を説明するのは、喩えるのならば、意味を知ら

ない単語を暗記カードに書いているようなものだと私たちは考えていま

す。これまでに書かれた聞き慣れない表現を「よくわからない横文字」と

脇に追いやるのではなく、ひとつひとつがこの抑圧的な社会の中で試行

錯誤の末に提案された表現であることを、どうか忘れないでください。

抵抗し、エスカレートしました。これを受けて、 Gay Liberation Front(ゲイ解放戦線)の
結成や全国各地でのデモなど、 LGBTQ+の権利のための運動が盛んになっていきまし
た。ただし、初期は白人でシスジェンダーのゲイ男性のみが中心の運動であったという

批判もあります。
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最後に：You are valid!

Validとは「正しい」「妥当だ」などを意味する英語です。どのような性

別も、惹かれのあり方も、探求も、全て validです。それは誰にも侵害さ

れるべきでないあなた固有の経験であり、実践であり、事実です。性別

や惹かれのあり方を根拠に周縁化されたり、差別されたり、暴力の被害

にあったりして良い社会や運動など、私たちには不要です。

本記事の原案は、 a.n.が 2022年に書いたものです。一部のひとやあ

り方が validであるということを断定的に否定する「LGBTQ+」の説明を

数多く見たのが、きっかけとなってうまれました。あれから 2年半以上

経った今も、現状が変わったとは正直思えません。

この文章は、あくまで私たちが現時点においてどのように理解してい

るかを表しているだけです。ですので、もしこの文章であなたが valid

であることが否定されていれば、それはこの文章が誤っているのであ

り、あなたが誤っているのではありません。 LGBTQ+運動、クィア運動と

は、全てのひとが validであるという前提のもと、全ての者の解放と平

等と正義を求める運動です。少なくとも私が賛同し参加しているそれは

このようなものですし、このようなものであるために日々努力を繰り返

すものです21。

21本稿は、おともだちの「からし」と「おもち」にコメントを頂きました。ありがとう！
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恋愛伴侶規範 21

ロマンティック 20

ロマンティックフラックス 20, 23

ロマンティックフルイド 23
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目標

本稿では、自身のジェンダー・アイデンティティやジェンダーに関する

各カテゴリーを説明することにための図の作成を目的とし、して、以下

の条件のすべてを満たすことを目標とします。番号のみだと参照しづら

いと思いますので、「正当性条件」など、それぞれにお名前をつけてみま

した。

1. 正当性条件（Validity Condition）

非バイナリーなアイデンティティを正当 (valid)なものとして示す

2. 多様性条件（Diversity Condition）

ノンバイナリーが多様なあり方の総称であることを示し、「ノンバ

イナリーという性別」として説明しない

3. ポリジェンダー条件（Polygender Condition）

複数のジェンダー・アイデンティティでありうることを、可能な限り

正確に表せるものにする

4. Aジェンダー条件（Agender Condition）

ジェンダー・アイデンティティのない状態を、可能な限り正確に表

せるものにする

5. デミジェンダー条件（Demigender Condition）

ジェンダー・アイデンティティ（やそれのないこと）の実感の強弱を、

可能な限り正確に表せるものにする
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ジェンダーを図示する

6. ゼノジェンダー条件（Xenogender Condition）

「女性」や「男性」に規定されないアイデンティティを、可能な限り

正確に表せるものにする

7. 関係性条件（Relation Condition）

各ジェンダー・カテゴリーの関係性を描けるようにする

8. 可読性条件（Readability Condition）

印刷物などとして見やすく、理解しやすくする

本稿を読んでる方にとってこれらの目標はどれも異論はないと思いま

すので、このまま進めていきます。わからない用語がありましたら、本

ZINE 「LGBTQ+ってなに？　に対する、私たちなりの文章」をご参照く

ださい
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既存のモデルの検討

では、「よくある図」の妥当性を、この基準で検討していきます。

2.1 選択肢型

2.1.1 二者択一モデル

最もシンプルなものが、よくある「『女性』または『男性』からひとつ選ん

でください」です。この問題は、いわずもがなでしょう。目標のすべてを

満たしません（全条件に違反）。図にしてみますと、下のようになります。

女性 男性

図 1: 二者択一モデル

なお、「回答しない」を加えた場合も、回答を拒否・拒絶しているだけで

あるため、ジェンダー・アイデンティティのないことや非バイナリーなジェ

ンダーであることは反映できません。
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ジェンダーを図示する

2.1.2 三者択一モデル

では、「女性」と「男性」のほかに、「ノンバイナリー」などの「第三の選

択肢」を用意し、そこからひとつ選ばせるモデルであれば問題は起きな

いのでしょうか？　二通りの図が考えられます1。「第三の選択肢」がバ

イナリーな各ジェンダーと同じレイヤーであることを示しているのが図

2a、「非バイナリーなジェンダー」としての面が強調されているのが図 2b

です。

a.

女性 男性

ノンバイナリー

b.

女性 男性

ノンバイナリー

図 2: 三者択一モデル

これらは、たしかに「ノンバイナリー」を明示的に選択肢に入れているた

め、正当性条件を満たしています（適合）。ですが、他の条件はどうでしょ

うか？　最大の問題が、「ノンバイナリー」がアンブレラタームであるとい

う面を十分に反映にできていないという点です（多様性条件違反）。そ

の結果、当てはまるジェンダー・カテゴリーがあってもなくても、また複

数あっても、全て区別されずに「ノンバイナリー」の中にまとめられてし

1「ノンバイナリー」が「女性」または「男性」以外として定義される（2b）か、それとも
独自定義があるが「「ノンバイナリー」または「女性」または「男性」」の補集合に当てはま

るものがない（2a）かが異なりますがここでの議論では、問題となりません。
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まっています。

特に問題となるのは、少なくとも女性または男性のいずれかがアイデ

ンティティに含まれているポリやデミの方です。この図では「ノンバイナ

リー」、「女性」または「男性」のうちふたつ以上に当てはまる場合はその

事実を反映させることができません（ポリジェンダー条件違反）。また、

集合として扱う以上、デミジェンダーがスペクトラムであることも表しき

れません（デミジェンダー条件違反）。

ゼノジェンダー条件はどうでしょうか？　これは、意外にも満たされ

ています（適合）。しかし、これは不十分にしか「ノンバイナリー」が定義

されていない結果、偶然満たされたというべきでしょう。

そもそも、「ノンバイナリー」は、「女性」や「男性」ではなく「バイナリー

（なジェンダー）」と同じレイヤーであると考えるべきです。では、次のよ

うな選択肢を考えてみてはどうでしょうか？

選択肢：

「ノンバイナリー」、「バイナリー（女性）」、「バイナリー（男性）」

上で挙げた問題のほとんどは変わらないのですが、少しだけ、各ジェン

ダー間の関係性を示すことができています（部分的適合）。これも図示

すると、図 2′ となります：
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ジェンダーを図示する

女性 男性

ノンバイナリー

図 2′: 三者択一モデル

2.1.3 四（＋）者択一モデル

4つ以上の選択肢がある場合を考えましょう。ゼノジェンダーとAジェ

ンダーを例に、図 2bの「ノンバイナリー」とまとめられていた集合を拡張

するかたち2で、計 4つの集合を想定する場合を図 3として示します。

ゼノジェンダー

女性 男性

Aジェンダー

図 3: 四（＋）者択一モデル

選択肢（集合）を可能な限り増やせば、多様な非バイナリーなジェンダー・

カテゴリーを包摂できます（多様性条件、ゼノジェンダー条件適合）。ま

2今回は「ノンバイナリー」ではなく、各非バイナリーなジェンダー・カテゴリーと「女

性」や「男性」などと同じレイヤーのカテゴリー同士の関係であるため、図 2′ は採用しま
せん。この場合、「ノンバイナリー」は、「「女性」ではない、かつ、「男性」ではない」が近

いと思います。
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た、厳密な意味での「集合」とはやや異なりますが、各領域の大きさやお

互いとの距離をも含まれる情報の一つにすれば、関係性条件をある程

度満たせるようになります。ただし、「複数選択」を許さない結果、カテ

ゴリー同士の一部または全部が重複する場合はこれを示しきれません

（部分的適合）。これは別の言い方をすれば、ポリジェンダーが表せな

いということです（ポリジェンダー条件違反）。「ポリジェンダー」を別個

の集合としたとしても、例えば女性かつ男性であることを女性や男性か

ら独立したものとしてしか表すことができません。個々の当事者の理解

にもよりますが、これは一般的説明としては不正確です。

また、選択肢を増やすほど、図は複雑になっていきます。例えば、MO-

GAI Wikiには、 2025年 7月 10日段階で 3000を超えるジェンダーに

関するページがあり、そのうち三分の一のみがジェンダー・カテゴリーに

関する独立したマイクロラベルだとしても、 1000の集合が必要です（可

読性条件違反）。

さらに、例えば同じくフェミニンなノンバイナリーであっても、どの程

度フェミニンな傾向が強いかなどといった情報は反映できません（デミ

ジェンダー条件違反）。また、「Aジェンダー」の設定にも問題がありま

す。これでは、ジェンダー・アイデンティティがないことを3ある種の「ジェ

ンダー・アイデンティティ」として扱っているようにも見えてしまいます（A

ジェンダー条件違反）。

3本稿では、説明の都合上ジェンダー・アイデンティティがまったくないことを「（狭

義の） A ジェンダー」と表しますが、実際には A ジェンダーの女性もいます。いずれに
せよ、これは棄却されるモデルです。
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ジェンダーを図示する

2.1.4 複数選択モデル

択一式で共通して見られるのは、ポリジェンダー条件とデミジェン

ダー条件への違反です。では、まず、ポリジェンダー条件を満たせるよ

うに、複数選択を可とするモデルを考えてみます。再びゼノジェンダー

と（狭義の） Aジェンダーを例に図で表すと、

ゼノジェンダー

女性 男性

Aジェンダー

図 4: 複数選択モデル

これにより、女性かつ男性や女ゼノジェンダーかつ男性や、ゼノジェ

ンダーかつ女性かつ男性といったポリジェンダーの方も表せるようにな

りました。また、 2.1.2 「四（＋）者択一モデル」と同様に、各「集合」の距離

や大きさとして、さらに今回はオーバーラップとして、各ジェンダ・カテゴ

リー間の関係性も表せます（関係性条件適合）。しかし、デミジェンダー

を表せないことは変わらない以上（デミジェンダー条件違反）、デミジェ

ンダーをアイデンティティのひとつとしてもつポリジェンダーの方は説明

からあぶれてしまいます（ポリジェンダー条件部分的適合）。さらに、A

ジェンダー条件への違反は変わりません。
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理論上、ベン図は限りなく大きな数の集合を扱えますが、実際には集

合の数が増えるほど複雑な図形になっていきます。 2.1.2 「四（＋）者択

一モデル」と同様、 1000種類のジェンダー・カテゴリーがあるとすると、

約 10300の領域を持つベン図が必要となります。もしこれを実際に描こ

うとすれば、地球の全表面を使っても、各領域が 5.1 × 10−269nm2 と

なってしまいます4。ジェンダーを図示するモデルとしては、これでは不

都合です（可読性条件違反）。以上のように、デミジェンダー条件への

違反を一旦傍においても、選択肢式ではどのようなモデルでもうまくい

きません。

45.1× 1032 nm2 / 21000。
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ジェンダーを図示する

2.2 「軸」型

2.2.1 一軸（「女性」—「男性」）モデル

では、デミジェンダー条件に着目しながらスペクトラムにする方向で

はどうでしょうか。まず、どのような「軸」を想定するかの問題がありま

す。はじめに、ジェンダーの入門書などで見られることのある「女性」—

「男性」スペクトラムを採用してみましょう。これは Gingerbread Person

v.1 （Killermann 2011）などで採用されており、次のような直線で表され

ます：

男性•女性

図 5: 「女性」—「男性」モデル

ノンバイナリーな経験はこれで十分に表せるでしょうか。このモデル

のメリットは、ジェンダーのカテゴリーをバイナリーなもの、すなわち「（唯

一、常に、そして完全に）女性か（唯一、常に、そして完全に）男性か」と

は捉えていない点です（正当性条件適合）。また、非バイナリーなジェン

ダーが広がりを持つものとして描かれています（多様性条件適合）。複

数の点や領域を指示して良いとするすれば、ポリジェンダー条件にも

適合します。

しかし、女性や男性に定義されないジェンダー・カテゴリー、例えばゼ

ノジェンダーは、これでは全く表せません（ゼノジェンダー条件違反）。

また、 Jas (2021)でも指摘されていますが、「中点」が何を表すかも問題
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です。ニュートロワ／中性？あるいは Aジェンダー？ この問題によっ

て、Aジェンダー条件、さらにはそもそも満たしたかったデミジェンダー

条件に、どこまで適合しているのかが不明瞭となってしまっています。

説明としてのジェンダーの図を作成するとき、このような曖昧性は望ま

しくないばかりか、誤解が生じる原因ともなります。

2.2.2 二軸モデル

では、「女性」—「男性」の直線にもう 1軸、「Aジェンダー軸」を追加

したらどうでしょうか？　こちらは、 Chrystall-Bawll (2015)などが採用

しているモデルです。異なる表し方としては、 2.2.1の「一軸モデル」に点

の濃淡を加えたものとして考えても良いでしょう。

• 男性女性

Aジェンダー

図 6: 「女性」—「男性」 × 「Aジェンダー」軸モデル

このモデルは、図 6′のようにも拡張できます。こちらは Gingerbread

Person v2 （Killermann 2012）以降で採用されているものです5。この拡

5Gingerbread Person では、左端が共に「A ジェンダー」と表された 2本の独立し
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男性

女性

Aジェンダー
•

図 6′: 「Aジェンダー」—「女性」× 「Aジェンダー」—「男性」モデル

張によって、女性かつ男性であることも表せるようになります。

Aジェンダーが図内に表されることによって「中点」／「原点」の曖昧

性はなくなったものの、それ以外の問題は「一軸モデル」と同様です。さ

らに、Aジェンダーが図内に表されることは、 2.1.2 「四（＋）者択一モデ

ル」で論じたとおり、ジェンダー・アイデンティティのないあり方であって

も、女性と同じような、ある種のジェンダー・アイデンティティとして説明

されているように見えてしまう問題を生みます。また、ゼノジェンダーが

表せない以上、デミジェンダー条件やポリジェンダー条件へも部分的

に違反しています。「軸」同士の関係や、各カテゴリーの「大きさ」も、十

分に表しきれません（関係性条件違反）。

ただし、 Gingerbread Person v4 (Killermann 2018)から、各軸は A

ジェンダー周辺が透明になっているグラデーションのある線と表されて

おり、これによって、 Aジェンダーであることが性別のあることと異なる

「次元」として表されています（Aジェンダー条件適合）。この点につい

た線として描かれています。
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ては、後ほど戻ってきます。

2.2.3 三軸モデル

Gender Unicorn (TSER 2015)で採用されているように、もう 1本「ノ

ンバイナリー軸」を足したモデルはどうでしょうか6。

男性
Aジェンダー

女性

ノンバイナリー

•

図 7: 三軸モデル

「ノンバイナリー軸」を「z軸」として加えることによって、ゼノジェンダー

など、「女性軸」と「男性軸」のみによって規定されないジェンダーを表せ

るようになりました（ゼノジェンダー条件適合）。これは大きなメリットで

す。ゼノジェンダーが表せるようになったことによって、デミジェンダー

条件への適合性も上がりました。

しかし、同時に、「ノンバイナリー軸」によって、むしろ非バイナリーな

ジェンダーがひとつのベクトルで規定されてしまうという問題が生じて

います（多様性条件部分的違反）。また、 Aジェンダー条件も依然とし

6Gender Unicornでは、左端が共に「A ジェンダー」と表された 3本の独立した線
として描かれています。
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て十分に満たせていないままです（部分的違反）。

2.2.4 四（＋）軸モデル

では、選択肢型の際と同様に、 2.2.3 「三軸モデル」の「ノンバイナリー

軸」を複数に分解してみましょう。今回は初めから、「ゼノジェンダー」と

誤魔化さずに、複数の軸で描いてみます（図 8）7。

男性

女性

ファウナジェンダー

ゾディアックジェンダー

ガストロジェンダー

Aジェンダー
•

図 8: 四（＋）軸モデル

これによって、 2.2.3 「三軸モデル」の最大の問題であった多様性条件が

満たせるようになりました。また、女性かつゼノジェンダーであることを

「ノンバイナリーではない」と言うことないまま表すことができます（ポリ

ジェンダー条件適合）。

十分に満たせていないのは、Aジェンダー条件です。依然として、図

7各軸は直交しているという想定です。

53



中に他のアイデンティティと同じ次元で「Aジェンダー」が表されるため、

「ジェンダーがないというジェンダー」として解釈される余地を残してい

ます。

さらに、最大の問題は、可読性条件です。これは 2.1.4 「四（＋）軸モ

デル」と同じく、軸の本数を増やすほど可読性が下がってしまうことによ

ります。実は、図 8で提示したジェンダー・カテゴリーは、全てアンブレラ

タームであり、さらに細分化されます。各軸がアイデンティティである以

上、どの軸も省略できないのですが、数千本の軸を描くことは現実的に

は不可能ですし、仮に可能だとしても実用的ではありません。
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2.3 地図モデル

選択肢型と軸型の両方の特徴を持つものとして、各ジェンダー・カテ

ゴリーをカラーホイール上（例：Mardell 2016）や「地図」のように分布さ

せるモデルがあります。 Jas （2021）のモデルでは、ジェンダー・カテゴリー

は大きさもかたちも異なる島として描かれます。島は境界を接していた

り、オーバーラップしたりすることも許されています。個々の存在は、こ

の地図上の（必ずしも島上でなく）さまざまな点に存在しているとされま

す。さらに、この地図は、個々のひとに特有なものとして理解されます。

この「地図」モデルを表したのが、図 9です。

女性

男性
アエリス

キャティックス

図 9: 地図モデル

「地図モデル」では、各島への遠近というかたちで、選択肢型では表

せなかったデミジェンダーを表すことができます（デミジェンダー条件

部分的適合）。また、単なる「軸」ではなく、領域のある島に「かたち」や

「位置関係」が設定されているという点で、軸型では示せなかった各カ

テゴリーやカテゴリー間の関係性を表すこともできます（関係性条件適

合）。さらに、地図は必ずしも「世界」全体を表す必要がないというメタ
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ファーで、複数選択モデルの可読性の問題を避けることができます（可

読性条件適合）。

しかし、Aジェンダー条件には、依然として違反したままです。もちろ

ん、「地図」上に Aジェンダーを表せば「女性」などのジェンダー・カテゴ

リーと同列のものとして扱ってしまうという問題が再び生じます。また、

これによって、デミジェンダーのうちAジェンダーと交差するあり方の方

や実感するジェンダーの強度が変化するジェンダーフラックスの方が、

説明からあぶれてしまいます。
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モデルの模索

「既存のモデルの検討」で検討した結果を、下の表にまとめました。

表 1. 各モデルの比較

正
当
性

多
様
性

ポ
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

A
ジ
ェ
ン
ダ
ー

デ
ミ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ゼ
ノ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

関
係
性

可
読
性

2.1.1二者択一 × × × × × × × ©

2.1.2三者択一 © × × × × © 4 ©

2.1.3四（＋）者択一 © © × × × © 4 ×

2.1.4複数選択 © © 4 × × © © ×

2.2.1一軸（「女性」—「男性」） © © © ? ? × × ©

2.2.2二軸（Gingerbread Person v4） © © 4 4 (/ ©) 4 × × ©

2.2.3三軸（Gender Unicorn） © 4 © 4 © © × ©

2.2.4四（＋）軸 © © © 4 © © × ×

2.3地図 © © © × 4 © © ©

総じて、「選択肢」型はデミジェンダー条件に違反しますが、形状や

位置関係などを通じてカテゴリー同士の関係を表すことができます（関

係性条件適合）。一方、「軸」型は関係性条件に違反しますが、デミジェ
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ンダー条件には適合します。さらに、ゼノジェンダーをはじめとした多様

なジェンダー・カテゴリーを正確に表そうとするほど、可読性が下がると

いう問題がありました (可読性条件違反)。これら全ての問題をクリアし

ているのが「地図モデル」です。

しかし、「地図モデル」にも問題がありました。それは、Aジェンダーを

どう表すかです（Aジェンダー条件部分的違反）。また、この問題の結

果、デミジェンダーも十分に表せておりませんでした（デミジェンダー条

件違反）。 Aジェンダー条件を唯一クリアしているのが、 Gingerbread

Person v4でした。
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ジェンダーを図示する

提案：ガンガゼ・モデル

この節では、「ガンガゼ・モデル」（Diadema Model）を提案します（島

﨑残像さん命名）。ガンガゼ・モデルは、「地図モデル」に、 Gingerbread

Person v4で提案されている Aジェンダーの理解を採用した上で、「四

（＋）軸モデル」を組み合わせたものです。

ガンガゼとは、ウニの一種です。長いトゲ（30 cmにもなります）のが

特徴です。この大量に生えた「トゲ」をさまざまな「ジェンダーの軸」と捉

えるのが、ガンガゼ・モデルです（図 10）。「女性」と「男性」は、さまざまに

ある「トゲ」のうちの 2本にすぎません（正当性条件、多様性条件適合）。

このガンガゼちゃんの中身を見てみましょう。例として、上記の「女性」

と「男性」のトゲを通る平面の断面図を見てみます（図 11。MRIを撮っ

ただけなので、ガンガゼちゃんは無事です）。もちろん、「女性」と「男性」

のどちらも通らない断面も、想定できます。ゼノジェンダーを含むノンバ

イナリーなジェンダー・カテゴリーはそのような断面上に存在しますし、

それらを「女性」「男性」で表そうとすることのナンセンスさも、これによっ

て示すことができます（ゼノジェンダー条件適合）。

個々のアイデンティティは、このガンガゼのなかのさまざまな領域に

よって表されます。その領域の位置はもちろん、大きさや個数はひとに

よります。また、ジェンダーフラックスやジェンダーフルイドの方は、この

領域が変化するとして説明されます。
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図 10: ジェンダーのガンガゼ・モデル

女性

男性

図 11: ガンガゼ・モデルの断面図 （例）
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ジェンダーを図示する

。各「トゲ」の先に進むほど、すなわちガンガゼの中心部から遠くなる

ほど、ジェンダーに関する実感の強度が上がります。また、各「トゲ」から

離れるほど、そのジェンダー・カテゴリーの中心的な経験から離れてい

くとして理解されます。例えばデミガールの方は、「女性軸」の近くに、ま

たは「女性軸」上の中心部に近い側に、少なくともひとつの領域を持っ

ているでしょう (デミジェンダー条件適合)。

ガンガゼ・モデルの最大の特徴は中心部にあります。この部分は図中

でも真っ白ですが、これは、「ジェンダーがまったくない」状態はこの図

内に正確に表せないためです（Aジェンダー条件適合）

もう少しガンガゼについて考えてみましょう。ガンガゼは生き物なの

で、「トゲ」の太さや配置も決して均一ではありません。距離が近い「ト

ゲ」同士もあれば、他のどの「トゲ」とも遠く離れているものもあるでしょ

う。さらに、「トゲ」は折れたり、新しく生えてきたりすることもあります。

また、折れなくとも「トゲ」自体がが揺らめくこともあります8。また、ガン

ガゼはウニにしては活発に、「海」のなかをゆっくり歩きます。わたしたち

の世界でも、なにが男性的であるかや女性的であるかは、時代とともに

変わってきました。それは、必ずしも個人のジェンダー・アイデンティティ

それ自体が変えられているわけではなく、説明のための「軸」が変化し

ていることも、このモデルでは表せます。

これが、ジェンダーのガンガゼモデルです。

8現実のガンガゼとは違って、ジェンダーのガンガゼはトゲが合流して 1本になって
しまったり、分裂して複数に割れることもあります（プラズマボールを想像してください）。
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まとめ

これまでに提案されているいくつかのモデルを批判的に検討した上

で、「ジェンダーのガンガゼ・モデル」を提案しました。ガンガゼ・モデル

は、トゲを「切る」平面で見れば「地図モデル」に近いですが、 Aジェン

ダーに関する次元が追加されていることが特徴です。また、ジェンダー

が無いことをモデルに表しきれないことを反映するために、Aジェンダー

は図中に完全には表されないという特徴ももちます。

ガンガゼ・モデルを基に、書き込み用の「断面図」を作成しましたの

で、本節末尾に載せます。こちらは、 anarchist_neko のホームページ

（https://anarchistneko.github.io/an_zine.html）でも pdf

を配布しています。また、このモデルを使用した例をふたつ載せます。こ

れらはともに、ある方たちに実際に描いてもらった図に基づいています。

ジェンダーのガンガゼ・モデルは完璧ではありませんし、改善の余地

もあるでしょう。 Jas (2021) にもあるとおり、このように図示すること自

体、一定に無理があります。しかし、特に初学者やコミュニティ外の方へ

向けて説明したり、あるいは自身のジェンダー・アイデンティティを理解

したりするためには、可読性の高い図を用いることも決して無意味では

ないと考えています。そういった際、可能な限り正確でインクルーシブ

なものを使用するべきであると、私たちは考えています。
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ジェンダーを図示する

ガンガゼ。
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ポリジェンダー（キャティックスと Aジェンダー）の例



ジェンダーフラックス（ニュートロワ？）の例



「rakugaki」

「私は私の
パ ン

麺麭を齧つた。」

だが其の麺麭は果たして「私の麺麭」であつたのか。齧つたのは

確かに私が奪つた物ではあるが、それは
テ ラ

地球上の或る
プラント

工場にて私

たちの水と空氣と太陽光を用ゐて作られ、見知らぬ勞働者の手に

よつて袋詰され海を渡り、この
ルウム

家へと辿り着いた。

囓つたのは確かに私の齒だと思ふが、それはヲメガ社のインプラ

ントであつた。口許へと運んだ手指ですらアルマ社からの借用物

であつた。そして、是等は皆、
ルナ

月のヘリウム
スリヰ

参なくしては動かな

かつた。

そもそも囓つたのは私のどうしやうもない空腹に所以するし、そ

れもくだらない
ビ デ ヲ

活動寫眞を撮られるために早起きをしたせいであ

つた。消化も排泄も、どうしやうもない
バイオイド

擬生体としての本能に依

據する行爲でしかない。



「私は私の麺麭を囓つた。」

其の主體も對象も、私以外に束縛され私以外を束縛する。

「私たちは私たちの麺麭を囓つた。」

否、囓らされた。





ペドフィリアは

LGBTQ+に含まれるのか



注意

本稿では、チャイルド・マレスティングを含む性暴力や同性愛者への差

別に言及しています。本稿は LGBTQ+コミュニティ全体の考えを反映

しているわけではありません（むしろ、コミュニティ異なる考えの方に向

けて書いています）。また、チャイルド・マレスティングを含んだ性加害

を正当化するものでは一切ありません。性的同意が絶対的に尊重され

るべきこと、そして一定年齢以下のひとは性的な同意ができない（ある

いは、できるとみなすべきでない）ことは、当然の前提として書いていま

す。同意可能年齢の引き下げにも一切賛同していませんし、性行為の

ない関係であれば問題はないとも一切考えておりません。
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ペドフィリアは LGBTQ+に含まれるのか

用語の定義

本稿では、以下の通りに各用語を定義する。

• ペドフィリア pedophilia

広く、性的同意が可能であるとみなすべきでない年齢の対象に対

する、性的な関心や欲望のあり方。「ペドフィリア」は、この欲望自

体を一種の「病理」として扱う場合も使われる表現だが、本稿で

はそのニュアンスを含めた意味では用いていない。また、ここで

は対象が実在の人間である場合に限定する。ペドフィリア的な欲

望は性的なものに限らないが、ここでは性的なものに限定する。

• ペドファイル pedophile

ペドフィリア的欲望を経験するひと。

• チャイルド・マレスティング child molesting

性的同意が可能でない、または可能でないとみなすべきでない年

齢の対象に対して、性的な加害を行うこと。「性的な加害」には、

ことばや表現を通じた加害も含まれる。

• チャイルド・マレスター child molester

チャイルド・マレスティングを具体的に計画している、ないしは、実

際に行っているひと。
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誤った問

「LGBTQ+（あるいはクィア）にはペドフィリアが含まれる！　だから

『LGBTQ+運動』（あるいは『クィア活動家』）は危険だ！」といった発言

が、差別的なグループから発せられることが多くある。それに対して、

「LGBTQ+にペドフィリアは含まれない！（だから『LGBTQ+運動』は危

険ではない）」という反論がよくなされるのを見る。「LGBTQ+にはペド

フィリアが含まれる」と「『LGBTQ+運動』は危険だ」を「だから」で結ぶひ

とが「ペドファイルを含むひとたちの権利を求める運動は危険だ」と言い

たいのだろうことは、否定しない。実際、歴史的にはクィアであること、

特にゲイであることがペドファイルやチャイルド・マレスターであることと

結び付けられ、差別の「根拠」にされてきた。ゲイであることはペドファイ

ルであるか否かとは直接は無関係であるし、ましてやチャイルド・マレス

ターであるかも関係ない。そして、現在、同じような理論で、特にトラン

スの方を含めた多くのクィアの権利を求める運動を否定しようとしてき

ている方たちがいるなか、こういった言説に抵抗することは必要だし、

大切だとは自分も思う。

だが、わたしたちが批判の対象としなければならないのは、誰がLGBTQ+

（あるいはクィア）に含まれるか否かではなく、「ペドファイルを含むひと

たちの権利を求める運動は危険だ」の方ではないのか。
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ペドフィリアは LGBTQ+に含まれるのか

同意のない欲望

「ペドフィリアは危険」の「根拠」としてよく挙がるのが、ペドファイルの

欲望の対象が、性的同意が可能であるとみなすべきでない年齢である

ことだろう。ペドファイルは、その「定義」上、現実的には絶対に性的同意

を得られない対象へと欲望が向いている。

だが、現実的には絶対に性的同意を得られることのない（あるいは明

確なパワー関係のある相手など、同意を得られるとみなすべきでない）

対象に欲望を覚えたことのあるひとは、別にペドファイルに限らない。多

くの非ペドファイルだって、面識のないアイドルやすでに死去したひと、

自分に性的指向が向かないひと、職場の後輩などに欲望をおぼえてき

たし、そういった経験は筆者にもある。もし「性的同意を得られる現実

的な可能性」自体が問題ならば、そういった欲望を経験してきた方たち

だって、同じく「危険」だし「異常」だと議論すべきだろう。そういった視点

から「ペドフィリアは危険」だと主張しているつもりならば、主語が誤っ

ている。あなたが問題にしているのは性的な同意を得ずにないしは得

られない相手に性的な欲望を持つことそれ自体であり、「ペドフィリア」

を切り出してくるのは恣意的でしかない。

アイドルや死去した者、後輩などは、それでも、同意が成立するシチュ

エーションを「空想」できる、というのかもしれない。ならば少なくとも一

部のペドファイルだって同意が成立するシチュエーションを「空想」して
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いることは、同意可能年齢の引き下げの議論からも明らかであろう（繰

り返すが、筆者は同意可能年齢の引き下げに賛同していない）。

だが、わたしたちが本当に問題にしたいのはこれなのか。わたしたち

が本当に求めているのは、同意のない性行為への「欲望」自体がうまれ

ることを阻止し、本人の意思や同意にかかわらず常に必ず、多くの場合

国家権力を通じて、そういった欲望の「矯正」を迫ることなのか。少なく

とも自分は違う。自分が求めてるのは、同意のない「行為」がなされるこ

とを阻止することであり、それが起こった際に被害者が必要なケアを受

けられることであり、再発を徹底的に防止することを可能とする社会シ

ステムを構築することである。加害を非難することや加害を阻止するこ

とと性的同意のない行為を欲望し「空想」することは区別して語れるし、

きちんと区別して語るべきではないのか。

欲望と性暴力

あるいは、こう言う方もいるかもしれない、「チャイルド・マレスターの

多くはペドファイルなのだから、ペドファイルを『危険』視するのは誤って

いない」と。だが、それならばこうも主張しなければならないはずだ、「性

犯罪者の多くは alloセクシュアルなのだから、 alloセクシュアルを『危

険』視するのは誤っていない」と。ペドファイルを「性加害予備軍」などと

いうのであれば、同じ基準を性的欲望をおぼえるすべてのひとへ適用

しなければおかしい。それに、これは実際の性暴力の在り方を全く無視
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ペドフィリアは LGBTQ+に含まれるのか

している。例えば、同性への性暴力が必ずしも同性へ性的な関心があ

るひとによるものでないことは、幾度も指摘されてきている。

また、ペドフィリア的な欲望を解消する行為は性暴力に限定されな

い。非ペドファイルが絶対に同意の得られない対象へ欲望を抱いたと

き、それを解消する方法が多くの場合レイプでないように。

ある対象に性的欲望をおぼえていることは、その相手に性的な行為

を強制することとは全く異なる問題だし、異なる問題として語っていく必

要がある。そこを曖昧にするのは、ゲイだとカムアウトした男性に「俺を

襲うなよｗｗｗ」と言う男性と何が違うのか。

「性的嗜好」と「性的指向」

「LGBTQ+にペドフィリアは含まれない」についても考え直したい。確

かに、これまで「LGBTQ+運動」とされる運動のなかでは、ペドファイル

の権利はほとんど主張されてこなかった。ペドフィリア以外にも、「パラ

フィリア」や「フェティッシュ」、「キンク kink」あるいは「性的嗜好」とされ

るものは、コミュニティ内でも排除されがちである。少し前にも、 BDSM

とプライドとの関係が問題にされた。歴史的には、「性的指向」が「ただの

趣味」とされることへ対抗するために「性的嗜好」と区別して運動をする

意義はあっただろうし、今も一定に意味があるのかもしれない。そのよ

うな意味において、「LGBTQ+」にはペドファイルは含まれてこなかった。

だが、数年前まで、 Aセクシャルの権利は含まれていたのか。非バイナ
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リーの権利はどこまで意識されていたのか。バイセクシャルの存在が運

動の中で無視されていることは、幾度も指摘されてきた。それとも、そう

いった者たちもまた、「LGBTQ+」に含まれないと言うのだろうか。

本稿のもととなった記事にはコミュニティ内からも多くの批判があっ

たが、そのひとつに、「LGBTQ+運動は究極的には同性婚の法制化を求

める運動だ」という旨のものがあった。同性間の婚姻の権利は、確かに

運動の初期より大きなテーマの一つではあるが、我々が直面している

差別や搾取は決して婚姻の問題のみではない。それとも、婚姻を望ま

なかったり、現行制度で婚姻できるクィアたちの権利は、この運動にとっ

て「不要」なのだろうか。

性的指向ともジェンダー・モダリティとも異なるから、という理由付け

も、あまり賛同できない。そもそも非バイナリーを包摂できるかたちで

「性的指向」を考えていくほど、既存の説明はどれも限界が生じ、「指向」

と「嗜好」の境界は曖昧となってくる1。わたしたちが本当に対抗すべき

なのは、「正しい／普通の性や欲望の在り方」と「誤った／異常な性や

欲望の在り方」という区別それ自体ではないのか。もし「LGBTQ+／クィ

ア運動」というものがただ「L、 G、 B、 Tの権利」以上を求めるものなら

ば、生殖を中心とした「正しい／誤った性や欲望の在り方」という規範

を崩すことを少なくとも目標のひとつとするのならば、「『性的嗜好』は

LGBTQ+／クィアとは関係ない」という発想自体、問われるべきではな

1次に詳しい。 Jas, Ynda. 2020. “Sexuality in a Non-Binary World: Redefining
and Expanding the Linguistic Repertoire.” Journal of the International Network for
Sexual Ethics & Politics, no. Special Issue 2020 (September): 71 – 92. DOI: 10.3224/in-
sep.si2020.05.
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いのか。

本当に問題にすべきこと

欲望と性暴力を曖昧にするほど、実際の性暴力のあり方は隠され、

「性的な同意を確認する」ということも曖昧になっていく。同意のない相

手への欲望自体を性暴力と同列に罰せられ「矯正」されるべき「犯罪」と

みなすのならば、性的な同意があるか相手に確認すること自体に性的

な同意が必要となっていくし、さらにそれ自体にも同意が必要だと議論

するべきだろう。もし「英語圏では pedophile と child molesterは同義

に使われることが多い」を根拠にこれらの言葉を互換可能とするのなら

ば、区別していく意義はここで十分に示した。なお納得しないのならば、

「欲望」と「性暴力」をきちんと区別する新しい言葉を提案していくべき

だという話であり、どういうものをあてていくにせよ、これらの概念を区

別しないべき理由は、自分にはわからない。

そもそも、あなたが問題にしたいのは、「ペドファイル」の欲望それ自

体ではなくて性暴力ではないのか。そのために「性的同意」について広

く知らしめたり、これまで「性暴力」とみなされなかった行為をそうであ

るときちんと伝えあったり、被害に合うひとを減らし、また、被害に合った

ひとが必要なケアへアクセスできるようにしたりすることではないのか。

加害しそうなひとやしたひとを必要な教育やケアへつなぎ、性暴力やそ

れを繰り返すことを共同体として防いでいくことではないのか。これま
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で放置してきた制度や構造上の危険や不平等を、解消していくことで

はないのか。チャイルド・マレスティングをはじめとした性加害を「異常な

欲望を持つ者」の問題とすることは、社会的な暴力やレイプ・カルチャー

を隠す行為でしかない。

ペドフィリア的な欲望を矯正の対象とすることによって、同意の上で

開始したそういった欲望に基づくロールプレイで加害があったとき、相

談やケアへ繋がりにくい事態だってある。現に、自身や自身らの行為に

おしつけられたスティグマにより「泣き寝入り」をしなければならなかっ

たことは、 BDSMコミュニティでもよく聞くし、多くの非シスヘテロが経

験してきたことでもある。それを助長することが性暴力の廃絶という目

標につながるとは、自分には思えない。

チャイルド・マレスティングは誰も肯定していない。「性暴力」がこれ

まで狭く定義されてきたこと、性的同意ができるとみなせる年齢ではな

いひとたちへの性加害が繰り返されていること、そしてその事実すらも

が「ネタ」としてしか消費されない現状があることは、我々も忘れていな

い。幼い子どもが性的に描かれた広告が一切ゾーニングされずに表示

され続けていることも強く問題であるし、それへの抗議は筆者も盛んに

行ってきた。だが、これらの問題意識は、「ペドフィリアは危険／異常だ」

や「性的同意の尊重を前提としたうえでもなお、ペドファイルの権利は

認められるべきでない」を否定しながらも議論できる。「Z」や「N」につい

ても、同意のない性行為のファンタジーやそれを模した性行為を同意の

ある者同士で行うことも、非「PZN」が「同意」のない相手へ性的な欲望

を経験することについても、同じく。問題にすべきなのは性暴力であっ

80



ペドフィリアは LGBTQ+に含まれるのか

て、欲望の在り方ではない。

そして、それでもなお「気持ち悪い」「異常だ」「怖い」と言うのならば、

我々の身体や欲望、性行為に、どういったことばが向けられ続けている

のかを、どうか思い出してほしい。

追記

本稿のもととなった記事を最初に公開した際、ある尊敬していた方が

「運動の場を乱すな」といった旨の発言をし、心底幻滅したのを覚えて

いる。インターセクショナルなフェミニズムや、トランス・インクルーシブな

フェミニズムも、「運動の場」とやらを乱していると散々言われてきた。も

しわれわれもまたこの文章で「運動の場」を乱しているのならば、喜ばし

いとすら思う。

また、こういった発言が繰り返されていたことによって、コミュニティへ

の恐怖を感じ孤立している方が一定数いることは、強調しておきたい。
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「日本語版ジェンダー調査2023」

調査結果



はじめに

本稿では、差別的・侮蔑的とされる表現や十分にリクレイムされたとは

言い難い表現も伏字を用いることなく書いています。

日本語話者を対象とした非二元的な性／ノンバイナリー／ Xジェン

ダーの方を中心とした調査がほとんど存在しないため、英語圏で毎年

取られている Gender Census1をもとに、これの調査者から許可を得た

うえで実施しました。本報告および結果はすべて CCで公開します。ま

た、全質問および選択肢は本稿末尾にまとめました。本稿で「表 A◯

◯」となっているものは、下記 URLに「付録」としてまとめてあります。

調査期間：

2023/02/12 – 2023/03/12

生データ、付録：

https://anarchistneko.github.io/an_zine.html

1URL: https://www.gendercensus.com/results/2022-worldwide/。以
下、断りのない限り 2022年度の結果を参照します。
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1.1 調査目的

日本語圏における非バイナリーな LGBTQ+の情報は、深刻に不足し

ています。そこで、この状況を改善し、わたしたちの経験を世界に伝え

ると同時に、これを通じて差別を解消し、一方でコミュニティを形成する

ため、本調査を行います。

1.2 調査対象

ジェンダー二元論でうまく説明されないすべての人。ジェンダー二元

論とは、すべての人間を下の二種類に分ける社会的な思想2です：

• 常に、唯一、そして完全に「女（性）」

• 常に、唯一、そして完全に「男（性）」

この調査の対象に含まれるのは、例えば：

• ジェンダーが時間とともに変化する人

• ジェンダーの強度が変化する人

• 同時に複数のジェンダーである人

• ジェンダー・アイデンティティのない人

• ジェンダー・アイデンティティを拒絶する人

• 女（性）／男（性）以外のジェンダーである人

2Gender Census （2022）における同様の記述をもとにしました。本ZINE 「LGBTQ+っ
てなに？　に対する、私たちなりの文章」もご参照ください
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1.3 調査方法

調査はすべてオンライン上でGoogle Formsを使って行い、 Twitter、

Mastodon、 Discordなどの SNSを通じて参加を呼びかけました。

また、アンケートの初めには、上述「調査目的」および「調査対象」など

を示したうえで、次の 4点への同意を求めました：

1. 上記「対象」に含まれる、すなわち「 ジェンダー二元論でうまく説

明されないすべての人」に含まれる、ということに、同意します。

2. 次のことを理解しました：どの段階でも回答をやめてよく、やめた

場合、調査者側には一切の情報が送信されない。

3. 次のことを理解しました：回答を終了し送信した場合、匿名化さ

れ、オンライン上ですべての人が見られ、引用、および転載されう

る形で公開される。ただし、不適切な回答とこちらが判断した場

合、また、個人を特定できる情報を含んでいる場合、回答は公開

前に編集ないし削除されうる。

4. この調査では「あなた（たち）」という二人称を、ジェンダーに関し

てニュートラルな代名詞として用いています。
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回答者の属性

総回答数は 444でした。内、 1件が同一回答者による再回答であっ

たため、一度目の回答を無効としました。そのため、有効回答数は 443

です。以下、有効回答にのみ言及します。

回答者の年齢層は表 1のとおりです：

表 1: 回答者の年齢層

年齢層 　回答数

10歳以下 0
11歳から 15歳 1
16歳から 20歳 48
21歳から 25歳 116
26歳から 30歳 88
31歳から 35歳 77
36歳から 40歳 34
41歳から 45歳 31
46歳から 50歳 24
51歳から 55歳 11
56歳から 60歳 7
61歳から 65歳 5
66歳から 70歳 0

71歳以上 0
無回答 1
合計 443

以下、年齢層に言及する際は 20歳以下上の回答者をまとめて「20歳

以下」とし、 56歳以上の回答者をまとめて「56歳以上」とします。
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429回答 (96.8%)が日本からの回答でした。原文ママの表記で、表 2

にまとめます。居住地によって傾向に差がある可能性を考慮しての質問

でしたが、「日本」以外の回答が少なかったため、以降、国に関するデー

タは分析から外します。

表 2: 回答した国

回答した国 　回答数

日本 429
アメリカ合衆国 2
ドイツ 1
Canada 1
India 1

Scotland 1
無回答／回答しない 8

合計 443

また、英語版Gender Censusに参加したことのある方は 6名 (1.4%)、

参加したことはないと回答した方は 434名 (98.0%)でした。
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ジェンダー／性別を表す表現

3.1 選択式

回答者自身の性別／ジェンダーを表す表現として適切なものを尋ね

ました。全 58選択肢 (内、 1個チェック用)からの、複数回答可のチェッ

クボックス選択式。順序効果を考慮し、選択肢は回答ごとにランダムな

順番で表示されるように設定しました。本調査では、どのような表現を

日常的に使用しているかを調査の対象としたかったため、敢えて各用

語には説明を加えませんでした。また、 Gender Census （2022）に合わ

せて、「レズビアン」等、性的指向を表すことが多い表現も選択肢に含み

ました。全選択肢は、本稿末尾の「付録」をご確認ください。

選択肢が多いため、すべてに目を通してもらうことを目的に「**必ず

選んでください**」というチェック用の選択肢を作りました。しかし、こ

れを選択した方は 241名 (54.4%)と少なく、選択者と非選択者の間で回

答の傾向に差がないこと、また、「この選択肢の目的がわからなかった

ため選択しなかった」というコメントがあったため、以降、考慮せずに結

果をまとめます。

443名（100%）が回答しました。 10%以上が選択したジェンダーに関す

る表現が表 3です（10%未満を含むものは「付録」の表A1を参照してく

ださい）。 Gender Censusでの選択率上位 5位までと比較すると、ノン

バイナリーが 1位、クィアが 2位であることは共通するのですが、 3位
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以降は大きく異なっています (表 4)。

表 3: ジェンダーに関する表現 (選択率上位)

回
答
数

選
択
率

(%)
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー

256
57.8

ク
ィ
ア
／

Q
ueer

144
32.5

X
ジ
ェ
ン
ダ
ー

121
27.3

ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ

86
19.4

無
性

86
19.4

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
）
フ
ル
イ
ド
／
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
）
フ
リ
ュ
イ
ド
／
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
）
フ
ル
イ
ッ
ド

75
16.9

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ク
ィ
ア

74
16.7

不
明
／
わ
か
ら
な
い

71
16.0

A
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
エ
イ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
ア
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／

agender
71

16.0
X

69
15.6

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

60
13.5

中
性

60
13.5

女
性
／

w
om

an
57

12.9
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
女
性

54
12.2

不
定
性

49
11.1

無
し

48
10.8
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表 4: Gender Census(2022)との比較

　 Gender Census(%) 本調査 (%) 本調査順位

nonbinary 63.9 57.8 1位
queer 54.6 32.5 2位
trans 38.2 10.4 17位
gender non-conforming 34.5 8.1 19位
transgender 33.9 13.5 11位

自由記入欄では、全 50回答者から全 70表現の回答を得ました。 2

回以上出現した表現は以下のとおりです。

• 「曖昧な」「わからない」「確信がない」「気がする」を含むもの（7回）

• 「～でない」「非～」（5回）

• 「アポジェンダー」（3回）

• 「自分自身～」「わたし自身」（3回）

• 「〇 tX」 (3回、内、「FtMtX」が 1回)

• 「身体女性」／「身体男性」（2回）

アポジェンダー（「ジェンダーが無いだけでなく、性別という概念の外

側にいると実感している」）はmqueerspikeが 2014年に提唱した用語

ですが3、英日ともにほとんど情報がない (日本語だとGoogle検索での

ヒット数はわずか 11)表現にも関わらず、複数の回答がありました。

なお、選択肢を用意していた「ニューロジェンダー」「ノンバイナリー」

「アジェンダー」などの回答も重複してみられました。

3http://genderdefinitions.tumblr.com/post/91400840744/someti
mes-i-look-through-lists-of-prefixes-and-get
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3.2 年齢との相関

年齢層ごとにもう少し詳しく確認します。「付録」の表 A1も参考にし

てください4。まず「ノンバイナリー」について、これはどの年齢層でも最

もよく選択されていました。ただし、 46歳から 50歳でも 1位であること

は変わらなかったものの、特徴的に選択が少なくなっていました。

「Xジェンダー」と「クィア」の順位が逆転するのは、 31歳から 35歳の

層です。 40歳までは、年齢が上がるに従って「Xジェンダー」および X

ジェンダーコミュニティに起源の一つがある「中性」「両性」などの語の

選択率が増加傾向にありました。「Xジェンダー」という表現は 90年代

後半を起源とするため5、この時代のコミュニティ等の影響を強く受けて

いた層が選択する傾向にあったと考えられます。一方、「クィア」および

「ジェンダークィア」は 21歳から 25歳での使用頻度が特に高いという

結果になりました。「クィア」のリクレイムがもっとも進んでいるのはこの

層なのかもしれません。

また、年齢層が高いほど「トランス」を含む語が使用される表現がや

や多めに使われており、特に 51歳から 55歳群で特徴的に多いという

結果が得られました。ただし、「トランスセクシュアル」と「トランス*」は 41

歳から 50歳での使用は低かったのも特徴的でした。

「クエスチョニング」に着目すると、 20代前半から 50歳までは、年齢

4表 A2について。母集団の年齢層が非常に偏っているため、「トランス女性は一般
的に 51歳以上である」といった解釈はできませんことにご注意の上で参考にしてくだ
さい。

5Dale, S. P. F. 2014. “X-Jendā.” TSQ: Transgender Studies Quarterly 1 (1 – 2): 270
– 72. doi： 10.1215/23289252-2400235.

92

https://doi.org/10.1215/23289252-2400235


「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果

が上がるに従ってこれを選択する方が減少していました。しかし、 51歳

から 55歳以上では再び大きく増加しており、 56歳以上でも、比較的選

択率が高い傾向にありました。

3.3 ジェンダー・ラベル同士の関係

1%以上（5名以上）の回答があったジェンダー・ラベルについて、 φ係

数を用いたクラスタ分析の結果を、デンドログラムとして図 1 として示

します6。本調査から得られた結果であり、実際の概念上の包含関係を

表しているわけではありませんが、大まかな傾向としては予測されるも

のと近いように思われます。

デンドログラムを 6分割した場合、以下のようなクラスタ構造が得ら

れました7。

• Cluster 1

ノンバイナリー, クィア, クエスチョニング,ジェンダークィア,不明

／わからない,ジェンダー・ノンコンフォーミング

• Cluster 2

Xジェンダー, X,中性,ジェンダーレス,ボイ

• Cluster 3

無性, Aジェンダー,無し

• Cluster 4

ジェンダーフルイド,不定性,両性,ニュートラル, enby,デミガール,

6慣れない R を使っているため、見づらくてすみません。
7紙面の都合上、実際の選択肢から短略したかたちで書いています。以降、曖昧性

の生じない範囲で、断りなく短略した表記を用います。
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図 1: ジェンダー・ラベル間の関係
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デミジェンダー,バイジェンダー,ジェンダーフラックス,デミボーイ,

デミ Aジェンダー, ポリジェンダー,女の子, ニューロジェンダー,

ジェンダーヴォイド,ゼノジェンダー,少女,アンドロジャイン

• Cluster 5

トランスジェンダー, トランス, トランス*,男性, ノンバイナリー男性,

トランス男性, トランスマスキュリン,ゲイ, トランスセクシュアル, ト

ランス女性,青年, トランスフェミニン,バイナリー,少年,男の子

• Cluster 6

女性, ノンバイナリー女性, レズビアン,シスジェンダー, フェム

「ノンバイナリー」（Cluster 1）と同義と説明されることも多い「Xジェ

ンダー」（Cluster 2）を比較すると、当事者たちのなかではやや使い分け

られていることが示唆される結果となりました。「X」や「ジェンダーレス」

といった主に日本語圏内で使われている表現と「Xジェンダー」の共起

も目立ちました。年齢層としては、 Cluster 2を選んだ方は、 40代に特

徴的に多く見られました（表 A1）。

また、「トランスジェンダー」などの表現を含むCluster 5は、「Aジェン

ダー」などを含む Cluster 3と距離があります。アネクドートですが、「ノ

ンバイナリーならばトランスジェンダー」とするような説明に対して違和

感をもつ方もAジェンダー・コミュニティの方が多く、実体験とも相違な

く思います。
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3.4 選択された表現の個数

全体では、平均すると 4.5個 (SD 3.9、中央値 4)のラベルが選択され

ていました。Gender Censusでは、 30歳以下では 31歳以上に比べて、

選択するジェンダー・ラベルの数が多いという結果が得られており、本

調査でも同様の結果が得られました8。ただし、Gender Censusでは「若

い人はより多くの表現を選んでおり、年上の人はより少ない表現を選ん

でいる (“younger people are choosing more words and older people

are choosing fewer”)」とこれをまとめているのですが、本調査では 21

歳から 25歳をピークに 50代前半までは選択数が減少し、 50代後半

から再び増加する N型となっていました (図 2)。

図 2: 選択されたジェンダー・ラベルの個数と年齢層

また、選択された表現と選択された表現の個数の間では、選択者の

8Gender Censusでは選択肢は 34個であり、記述式の回答は含まないことに注意
してください。本結果では、自由記入式のものも集計に加えています
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少ない選択肢を選んだ方は、より多くのジェンダー・ラベルを選択してい

る傾向がありました (表 A3)。クラスタごとに見ると、 Cluster 4を選択し

ている方は比較的多くのラベルを選択していた一方、「無性」や「Aジェ

ンダー」などの Cluster 3に該当するラベルを選択している方は比較的

少ないラベルを選択する傾向にありました。また、「不明／わからない」

や「クエスチョニング」を選択していた方が必ずしも多くの選択肢を選

択しているとは限らなかったことは、特記いたします。
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一人称代名詞

一人称代名詞（「私」など）を尋ねました。全 17選択肢からの、複数回

答可のチェックボックス選択式。順序効果を考慮し、選択肢は回答ごと

にランダムな順番で表示されるように設定しました。

443名（100%）が選択式または記入式に回答していました。内、選択

式を回答していたのは 442名（全回答者の 99.8%）でした。結果を表 5

として示します。選択された一人称とジェンダー・ラベルの結果を比較

すると（表A4）、「男性」を選択した方が「俺」や「僕」を使用している割合

は、「女性」を選択した方に比べて高い傾向にありました。一方、「わた

し」は「女性」と回答した方に特徴的に多いものの、漢字表記の「私」はど

のジェンダー・ラベルを選択した方でも多く見られました。特に「Aジェ

ンダー」を選択した方について、「わたし」の選択率は 47%である一方、

漢字表記の「私」は 75%と大きな差がありました。この傾向は、 Cluster

3で共通していました。また、「any」や「模索中」は特徴的に選択が少な

く、これはジェンダー・ラベルについて「クエスチョニング」と答えた方で

も変わりませんでした。

自由記入式で全回答者の 1%以上が答えたものは、表 6のとおりにな

ります。表中にはありませんが、「［「自分」を使っているが、］ぎこちない

から暫定的」「納得のいく代名詞はない」といった回答も見られました。

なお、英語の場合、一人称代名詞は I に限定され、これはアイデンティ
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等に関する示唆が一切ないため、本調査の対象とはしませんでした。

表 5: 日本語一人称［選択式］

回答数 選択率 (%)
私（わたし／わたくし） 305 68.8
自分 227 51.0
わたし 209 47.2
俺 114 25.7
（時とともに変わる） 98 22.1
僕 96 21.7
（自分（たち）の名前） 79 17.8
ぼく 73 16.3
おれ 71 16.0
うち 69 15.6
（一人称の使用を避ける） 60 13.5
わし 57 12.9
あたし 56 12.6
わたくし 28 6.3
（クエスチョニング、模索中、または不明） 26 5.9
（any／問わない／どれでもよい） 15 3.4
おら 8 1.8

表 6: 日本語一人称［記入式、 1%以上］

回答数 選択率 (%)
ワイ 9 2.03
あだ名／ハンドルネーム／愛称 8 1.81
わい 8 1.81
我 6 1.35
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三人称代名詞

5.1 日本語

三人称代名詞（「彼」など）について、まず、日本語におけるデータか

らみていきます。全 10選択肢からの、複数回答可のチェックボックス選

択式。順序効果を考慮し、選択肢は回答ごとにランダムな順番で表示さ

れるように設定しました。

426名 (全回答者の 96.2%)が記入式または選択式に回答していまし

た。内、 16名（回答者の 3.8%）が自由記入にのみ回答していました。全

体の結果を表 7に示します。 Gender Census (2022)では「代名詞の使

用を避けてほしい／名前を使ってほしい」9は回答者の 11%と、選択率

があまり高くなかったのですが、本調査では「（自分（たち）の名前）」が

ほかを大幅に引き離して 1位、続いて「（三人称で言及してほしくない）」

が 2位でした。ジェンダー・ラベルごとに見ると、「男性」を選択した方が

「彼」を選択している割合（48%）や「女性」と回答した方が「彼女」を選択

している割合（54%）はやや高い傾向にありました。一方で、ジェンダー

に関して中立的に使用されることもあるひらがな表記の「かれ」は、「男

性」を選択した方でも 20%と低く、「Aジェンダー」では 13%、「女性」では

9%でした（表 A5）。

9原文： “Avoid pronouns / use name as pronoun”。日本語は英語に比べて代名詞
を使わないことが容易な言語であるため（“pro-drop language”）、本調査では「（三人
称で言及してほしくない）」と「（自分（たち）の名前）」を別個の選択肢としました。
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表 7: 日本語三人称［選択式］

回答数 選択率 (%)
（自分（たち）の名前） 248 58.2
（三人称で言及してほしくない） 131 20.8
（any／問わない／どれでもよい） 72 16.9
彼 60 14.1
彼女 60 14.1
彼人（かのひと） 49 11.5
かれ 32 7.5
彼人（かのと） 31 7.3
かれ

渠 5 1.3
かのだん

彼男 2 0.5

表 8: 日本語三人称［記入式, 1%以上］

回答数 選択率 (%)
｛この/その/あの｝+人 51 12.0
｛この/その/あの｝+子 7 1.6
｛この/その/あの｝+ひと 6 1.4

自由記入では「こそあど＋人」の形式のものが非常に多くみられた

他、 4名 (全回答者の 0.9%)から「しっくりくるものがない」といった旨の

回答もありました（表 8表、 A5b）。ネオプロナウンズ（新代名詞）として

は、「こなた」（1名）がありました。

5.2 英語

英語における三人称代名詞も尋ねました。全 16選択肢からの、複数

回答可のチェックボックス選択式。順序効果を考慮し、選択肢は回答ご

とにランダムな順番で表示されるようにしました。
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以下、回答者のうち「日常的に英語を使わない」にチェックを入れな

かった 149名（全回答者の 33.6%）について見ていきます（表 9,表A6）。

Theyが最頻であるのはGender Census (2022)と変わりません。本調査

では they/them/their/themselves型と they/them/their/themself 型を区

別したのですが、一般的な英語教材では言及されない後者のほうが選

択率は高い傾向にありました（38% vs 48%）。

また、ネオプロナウンズの使用について、Gender Census (2022)では

zeの選択率は 4.7%でしたが、本調査でもほぼ同じく 4.7%という結果が

得られました。なお、自由記入設問を設定し損ねていたため、本設問に

ついては自由記入はありませんが、「自分の代名詞は it/its である」と

いうコメントもありました10。

5.3 英語×日本語
英語と日本語の三人称代名詞選択について、相関を確認しました。

「日常的に英語を使わない」にチェックを入れておらず両質問に回答し

ていたのは、 133名（全回答者の 30.0%）でした。

ここでは they, she, heに着目し、日本語表現（選択者が 13名以上の

もの）と同時に選択されていた英語代名詞を表 10として示します（全結

果は表 A7）。興味深いことに、 she を選択している方は、「彼女」よりも

「彼」を選択する傾向にありました (20.0% vs 25.7%)。また、 heを選択して

いた方が「彼女」と「彼」を選択している割合は同等でした (共に 7.1%)。

10Gender Censusでは it/its や「代名詞の使用を避ける」なども多く見られたため、
本来であれば選択肢に加えるべきでした。
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Theyは、いずれのかたちも特定の代名詞との強い相関は見られません

でした。 They を選んだ方がよく「（名前）」を選択していたことは、ジェン

ダーに関して中立的な代名詞で日本語に定着しているものが、まだ無

いことを示唆しているのかもしれません。

表 9: 日本語一人称［選択式］

回答数 選択率 (%)
they/them/their/themself 72 48.3
they/them/their/themselves 57 38.3
she 37 24.8
（クエスチョニング、模索中、または不明） 19 12.8
any/問わない/どれでもよい 21 14.1
he 15 10.1
（時とともに変わる） 11 7.4
ze 7 4.7
xe 3 2.0
ey/em (Elverson) 2 1.3
fae 1 0.7
ne 0 0.0
ve 0 0.0
ae/aer 0 0.0
e/em (Spivak) 0 0.0
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表 10: 各日本語三人称代名詞を選択した方が選択した英語代名詞（%）

英語三人称 （名前） （三人称で言及してほしくない） （any）
they (themself 型) 60.9 29.0 18.8
they (themselves 型) 55.6 24.1 14.8
she 54.3 28.6 14.3
he 14.3 42.9 14.3
全回答者 60.9 29.3 19.5

彼 彼人（かのひと） 彼女 彼人（かのと） かれ

they (themself 型) 11.6 15.9 14.5 8.7 11.6
they (themselves 型) 16.7 14.8 11.1 7.4 13.0
she 25.7 0.0 20.0 2.9 2.9
he 7.1 21.4 7.1 0.0 0.0
全回答者 15.0 13.5 13.5 6.8 9/8
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敬称

6.1 日本語

敬称として適切なものを尋ねました。全 8選択肢からの、複数回答

可のチェックボックス選択式、および、自由記入式。順序効果を考慮し、

選択肢は回答ごとにランダムな順番で表示されるように設定しました。

Gender Census (2022)では、「［英語では］個人情報を尋ねるどのような

書類でも、一つの敬称しか選択できない」という理由で複数選択がで

きないのですが、日本語圏では日常会話の中でもお互いを敬称をつけ

て呼ぶ機会が多く、また、関係性等に応じて敬称が異なりうることもあ

るため、本調査では複数選択可としました。

442名 (全回答者の 99.8%)が選択式または自由記入式に回答しまし

た。うち、 83%（365名）が「さん」を選択していました。「（any/問わない/

どれでもよい）」も選択率が比較的高い (23%、 102名)ことがわかりまし

た（表 11）。自由記入では、「氏」と回答した方が 9名いた他、「適切な日

本語がない」という旨の回答も 2つありました。

ジェンダー・ラベルと比較すると（表 A8）、「ちゃん」はフェミニン、「く

ん／君」はマスキュリンとされることの多いアイデンティティ・ラベルと比

較的強い相関がありました。例えば、「男性」と答えた方の 12%のみが

「ちゃん」を選択した一方で、「くん／君」は 40%が選択していました。「女

性」と回答した方についても同様に、「くん／君」は 39%、「ちゃん」は 11%
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表 11: 敬称（日本語、 1%以上）

　回答数 選択率 (%)
さん 365 82.6
（敬称なし） 117 26.5
（any／問わない／どれでもよい） 102 23.1
ちゃん 96 21.7
くん／君 80 18.1
（クエスチョニング、模索中、または不明） 67 15.2
（時とともに変わる） 52 11.8
たん 14 3.2
氏［自由記入回答］ 9 2.0

でした。「ちゃん」は性別を問わない愛称として用いられることもありま

すが、注意が必要であるのは変わらないことが示唆されます。また、「さ

ん」はどのジェンダー・ラベルを選択した方も比較的よく選んでいました

が、これが不適切である方も 20%近くいることは注意が必要です。

6.2 英語

英語における敬称も尋ねました。全 16選択肢からの、複数回答可の

チェックボックス選択式、および、自由記入式。順序効果を考慮し、選択

肢は回答ごとにランダムな順番で表示されるように設定しました。

以下、回答者のうち「日常的に英語を使わない」にチェックを入れな

かった 142名（全回答者の 33%）のうち、選択式または自由記入式に回

答した 139名 (98%、全回答者の 31%)について確認します。最頻の回答

は「-san」でしたが、ジェンダー・ラベルによっては選択頻度が大きく異な
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りました11。

Gender Census (2022)では「敬称なし (no title)」が「Mx.」を大きく上

回っているのですが（38.6% vs 20.1%）、本調査では「Mx.」のほうが若干

多いという結果になりました（30.9% vs 33.8）（表 6）。自由記入では、「Mr.

やMrs.は絶対に嫌だ」といった旨のコメントが 2件ありました。

表 12: 敬称（英語、 1%以上）

　回答数 選択率 (%)
-san 65 46.8
Mx. 47 33.8
（敬称なし） 43 30.9
（クエスチョニング、模索中、または不明） 22 15.8
（any／問わない／どれでもよい） 19 13.7
Ms. 15 10.8
Mr. 8 5.8
（時とともに変わる） 7 5.0
Mrs. 3 2.2
Mr.や Mrs.は絶対に嫌だ［自由記入回答］ 2 1.4

また、ジェンダー・ラベルとの相関を見ると（表 A9）、英語においても

「Mrs.」や「Ms.」はフェミニン、「Mr.」はマスキュリンとされがちなアイデン

ティティ・ラベルと比較的強く関連していました。例えば、「男性」と答え

た方の 14%のみが「Ms.」を選択した一方で、「Mr.」は 43%が選択しまし

た。「女性」と回答した方についてはこの傾向は更に強く、「Ms.」は 40%、

「Mr.」は 7%でした。

11特に母数が少ない群においては、英語としての容認度の差が結果に強く反映さ

れてしまった可能性もあります。
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6.3 英語×日本語
英語と日本語の敬称選択について、相関を確認しました。「日常的に

英語を使わない」にチェックを入れなかった 138名 (全回答者の 31.5%)

のうち 6名（4.3%）以上が選択した英語表現について、各日本語敬称が

同時に選択された割合を表 13に示します（全結果は表A10）。着目すべ

きは、「Mr.」と「くん／君」といった、英日で同様なジェンダー化がされて

いる（とされる）表現でも、いずれか一方のみを選択する方が少なくない

ことです。「Mr.」の場合、 50%は「くん／君」を選択していません。「Ms.」

の場合も同様に、これを選択した方の 3分の 2が「ちゃん」を選択して

いないという結果になりました。
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表 13: 各英語敬称を選択した方が各日本語敬称を選択した割合（6名
以上）

さ
ん

（
敬
称
な
し
）
（any

）
ち
ゃ
ん

く
ん
／
君

（
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
）
（
時
と
と
も
に
変
わ
る
）

-san
95.4

30.8
13.8

16.9
24.6

15.4
9.2

M
x.

89.1
30.4

8.7
15.2

21.7
19.6

13.0
（
敬
称
な
し
）

88.4
51.2

20.9
27.9

23.3
7.0

7.0
（
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
）

90.5
23.8

33.3
28.6

28.6
61.9

38.1
（any

）
84.2

36.8
73.7

21.1
31.6

21.1
26.3

M
s.

80.0
40.0

20.0
33.3

6.7
13.3

13.3
M
r.

75.0
25.0

50.0
12.5

50.0
12.5

0.0
（
時
と
と
も
に
変
わ
る
）

83.3
16.7

16.7
33.3

0.0
50.0

66.7
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差別

注意：非バイナリーの方が経験する差別について、具体的な記述があ

ります。

差別にかかわる質問であったため、セクション自体を飛ばせるように

設定しました。「回答する」を選んだ方は 431名、全体の 97.2%でした。

そのうち選択肢式または自由記入のいずれかに回答した方は、 421名

(97． 7%)でした。全回答者のうち 95%以上が差別を経験した、している、

または何かしらの不安がある、と回答した、という結果です。

まず、選択式の結果からみていきます。全 13選択肢からの、複数回

答可能のチェックボックス選択式。順序効果を考慮し、選択肢は回答者

ごとにランダムな順番で表示されるように設定しました。下に、表として

結果を示します (表 A11,12も参照のこと)。

同様の調査としては 2019年に 1万名以上を対象に行われた「第 2回

LGBT当事者の意識調査」（ライフネット生命保険株式会社, 2020）12が

あり、「MTX （599名）」の 47.4%、「FTX （718名）」の 45.0%が性暴力を経

験したと回答しています13。本調査でも、平均で 25.0%、 40代後半以上

では 40%を超えるなど、決して無視のできない頻度で報告されました。
12https://www.cosmopolitan.com/jp/trends/society/a41132776/lgb

tq-and-sexual-violence/
13「第 2回 LGBT当事者の意識調査」では「服を脱がされた」「性的な言動でからか

われた」などの、いくつかの具体的な記述を通じて性暴力を規定していますが、本調査

では具体的に書くことはあえてしませんでした。ただし、自由記入欄には、性暴力の具

体的な記述もありました。
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表 14: 各日本語三人称代名詞を選択した方が選択した英語代名詞（%）

回答数 選択率 (%)
社会の中でいないことにされる 103 71.3
ミスジェンダリング 92 62.2
職場や学校における無理解 73 53.9
カムアウトできない 70 53.0
家族／かぞくからの無理解 80 48.9
トイレなどのジェンダー化されたスペースの使用 63 40.9
必要なジェンダーケアへアクセスできない 57 34.7
医療における無理解 46 31.6
アウティング 38 29.0
LGBTQ+運動からの排斥 44 27.6
性暴力 38 25.9
デッドネーミング 30 19.7
カムアウトを強制される 27 17.1

自由記入では、 102回答を得られました。すべての回答を本稿末に

付録 C 「差別に関する自由記入一覧」として提示します。就職活動や職

場での（ミス）ジェンダリングの不安や、医療現場、法制度、エンターテ

インメント、宗教など、さまざまな場において、さらには LGBT(Q+)運動

やフェミニズムの現場においてですら、「いないことにされる」「想定され

ていない」「男女二元論に基づいて経験や表現、アイデンティティ、セク

シュアリティなどが解釈されてしまう」といった回答が数多くありました。

また、この問題は、性別役割や、災害時を含む非常時、後述するトラン

ジションに関する不安やハードルに関する話題でも、経済的状況と交差

する形で繰り返されています。
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トランジション

注意：トランジションおよび非バイナリーの方が経験する差別について、

具体的な記述があります。

心身に関する状況を聞く設問であったため、セクション自体を飛ばせ

るように設定しました。また、本セクションでは、アクセスの可能性の有

無にかかわらず、希望しているまたは経験したものと、実際に経験した

ものを別個の設問で尋ねました。

まず、希望または経験したものの結果からみていきます。全 10選択

肢からの、複数回答可能のチェックボックス選択式。トランジションに

関する質問に「回答する」を選んだ方は 405名 (全回答者の 91%)でし

た。そのうち選択肢式に回答した方は、 401名 (99.0%)でした。さらにこ

のうち、「上記のどれも希望していない」を選択していない方は 256名

(63.8%)でした。全回答者のうち、少なくとも 57%が何らかのトランジショ

ンを経験したまたは希望していると回答したという結果です。

下に、表 15 として結果を示します。ジェンダー・ラベルごとにみると

(表A13)、 Cluster 5を回答していた方は、よく希望または経験している

ことがわかりました。また、 Cluster 4の方は、ホルモン補充療法 (HRT)

と抗ホルモン療法 (ホルモンブロッカー)以外をあまり選択していない傾

向がありました。特にオンライン上の会話では、アライによる主張も含め

て、医学的、法的トランジションを希望しない方の経験があまり注目さ
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れないことが多いですが、本調査によれば、決して無視できない割合の

方がこれにあてはまることがわかりました。

表 15: 希望している、または、経験したトランジション［選択式］

回答数 選択率 (%)
顔にかかわる手術 30 7.5
胸部の手術 133 33.2
抗ホルモン療法 39 9.7
戸籍名の変更 103 25.7
戸籍上の性別の変更 117 29.2
性器にかかわる手術 81 20.2
声帯にかかわる手術 29 7.2
ホルモン補充療法（HRT） 88 21.9
ジェンダークリニックの受診 126 31.4
（上記のどれも希望していない） 145 36.2

実際に経験したものの結果が、表 16です。選択肢及び設定は、希望

または経験したものと同様です。トランジションに関する質問に「回答す

る」を選んだ方は 405名のうち、選択肢式に回答した方は 383名 (94.6%)

でした。さらにこのうち、「上記のどれも経験していない」を選択していな

い方は 85名 (22.2%)でした。全回答者のうち、 19%のみが何らかのトラ

ンジションを経験したと回答したという結果です。

注目していただきたいのは、なんらかのトランジションを希望してい

ても、多くの方がトランジションを経験していない点です。希望または経

験したものに関する質問で「（上記のどれも希望していない）」を選択し

ていなかった方のうち「経験したトランジション」に回答している方 (243
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表 16: 経験したトランジション［選択式］

回答数 選択率 (%)
顔にかかわる手術 7 1.8
胸部の手術 16 4.2
抗ホルモン療法 17 4.4
戸籍名の変更 29 7.6
戸籍上の性別の変更 11 2.9
性器にかかわる手術 19 5.0
声帯にかかわる手術 2 0.5
ホルモン補充療法（HRT） 50 13.1
ジェンダークリニックの受診 55 14.4
（上記のどれも経験していない） 298 77.8

名)を比較したのが、表 17です。医学的、法的トランジションへのアクセ

スのむずかしさが、ここから読み取れると思います。戸籍上の性別の変

更は 106名の方が希望しているにもかかわらず、実際アクセスできて

いるのは 11名と、その 10%です。差異が比較的小さいHRTでも、 4割

以上の方がアクセスできていない現状があります。また、ジェンダーク

リニックの受診すら、希望者の半数以上がアクセスできていません。

トランジションにおける困難を問う自由記入では、 119回答が得られ

ました。すべての回答を付録D 「トランジションにおける困難に関する自

由記入一覧」として提示します。目立ったのが、経済的なハードルです。

「経済」「金」「費用」といったキーワードを含む回答は、本質問に対して

得られた回答の 30%にあたる 33回答得られました。
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表 17: トランジションに関する希望と経験
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結論

サンプル数も少ないため過度な一般化は避けたいのですが、おおま

かに次のような傾向がみられました。まず、ジェンダー・ラベルについて、

20代前半の方では、マイクロラベルを含め主に英語圏からの影響を受

けたさまざまなラベルを受け入れつつ、自身のジェンダーを説明したり

実験したりしていました。また、 40代前半をピークに、 Xジェンダー・コ

ミュニティの影響は年齢が上がるにつれて強まっていました。 50代か

らは、再度自身のアイデンティティやアイデンティティを表す表現を実験

したり探求したりしている方が増えていることが示唆されました。

一人称代名詞では、「漢字表記とひらがな表記を使い分けている」と

いうコメントもあったとおり、コミュニティ内では広く表記の仕方が使い

分けられていることが示唆されました。敬称や三人称代名詞と比較する

と、「any」や「模索中」が少ないのも特徴的です。他者が使用するもの

は積極的にせよ消極的にせよ広く受け入れている一方で、自分を表す

際には固定されたものを使用する方が多いのかもしれません（自分も

そうです）。

英日で比較すると、人称代名詞、敬称ともに、英語において例えば

「Mr.」を選択する方が日本語において「くん／君」を選択するという傾

向はあったものの、無視できない割合で、規範的に合致しない表現を

選択する方も決して少なくありませんでした。三人称代名詞や敬称を
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確認する際は、少なくとも英語と日本語においては、各言語での選択を

別途確認することが望ましいと考えられます。

差別やトランジションに関する質問には、複数の要素が複合した結果

の苦痛や困難が報告されており、特に経済的困難と交差するものが少

なくありませんでした。ジェンダー・クリニックの受診すら、希望者の半

数以上がアクセスできていない状況です。

本調査は、参加者が 443名と少なく、特に 50歳以上の方からの回答

が少なかったことは課題であり、より大規模な同様の調査を行う必要

も考えております。また、代名詞や敬称については、音声による会話（話

し言葉）とオンライン上等での会話（書き言葉）を区別していなかったた

め、より詳細な結果を得るためには、これらを区別する調査も必要であ

ると思われます。また、日本語圏のコミュニティで使われている用語に

関する情報が限定的であったため、特にジェンダー・ラベルに関する選

択肢は 57個（+チェック用の計 58個）と非常に多くなりました。 Gender

Censusに合わせて 1%以上が選択したもののみに限定し、見間違えや

選択抜けを防止することが必要かもしれません。

本調査を行ってから 2年以上が経ちましたが、依然として、非バイナ

リーな当事者を中心とした大規模かつインクルーシブな調査はあまり行

われていないように思われます。一問目から「身体的性別」というワード

で出生時に割り当てられた性別をバイナリーに問うものも少なくなく、

その時点で回答を断念したという声も当事者コミュニティからは聞きま
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す。もちろんそのような情報が必要なアンケートはあるでしょうが、慎重

に行っていただきたいと思っています。
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付録

A.図表
生データおよび次の図表は、下記リンク先よりご確認ください。

https://anarchistneko.github.io/an_zine.html

ジェンダー・ラベル

表 A1：年齢層ごとのジェンダー・ラベル（%）

表 A2：ジェンダー・ラベルごとの年齢（%）

表 A3：ジェンダー・ラベルおよび年齢ごとの、選択されたジェンダー・ラベルの個数

一人称代名詞

表 A4a：ジェンダー・ラベルごとの日本語一人称（選択式、%）

表 A4b：ジェンダー・ラベルごとの日本語一人称（自由記入式, %）

三人称代名詞

表 A5a：ジェンダー・ラベルごとの日本語三人称（選択式, %）

表 A5b：ジェンダー・ラベルごとの日本語三人称（記入式, %）

表 A6：ジェンダー・ラベルごとの英語三人称（英語を日常的に使う方, 　%）

表 A7：英語三人称ごとの、選択された日本語三人称（英語を日常的に使う方, %）

敬称

表 A8：ジェンダー・ラベルごとの日本語敬称（%）

表 A9：ジェンダー・ラベルごとの英語敬称（英語を日常的に使う方, %）

表 A10：英語敬称ごとの選択された日本語敬称（英語を使う方, %）
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差別

表 A11：ジェンダー・ラベルごとの経験した、している、または不安である差別（ %）

表 A12：年齢層ごとの経験した、している、または不安である差別（ %）

トランジション

表 A13：ジェンダー・ラベルごとの経験または希望しているトランジション（%）

表 A14：年齢層ごとの経験または希望しているトランジション（%）

表 A15：ジェンダー・ラベルごとの経験したトランジション（%）

表 A16：年齢層ごとの経験したトランジション（%）

表 A17:年齢層ごとの「希望または経験しているトランジション」に対する「経験したトラ

ンジション」（%）
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B.アンケート内容
・本調査は Gender Census (https://www.gendercensus.com) をもとに作成され

た、日本語ユーザーを対象としたジェンダー調査です。（オリジナルとは異なる人による

調査です）

【対象】

ジェンダー二元論でうまく説明されないすべての人。ジェンダー二元論とは、すべての

人間を下の二種類に分ける社会的な思想です：

・常に、唯一、そして完全に「女（性）」

・常に、唯一、そして完全に「男（性）」

この調査の対象に含まれるのは、例えば：

・ジェンダーが時間とともに変化する人

・ジェンダーの強度が変化する人

・同時に複数のジェンダーである人

・ジェンダー・アイデンティティのない人

・ジェンダー・アイデンティティを拒絶する人

・女（性）／男（性）以外のジェンダーである人

です。

【目的】

日本語圏における非バイナリーな LGBTQ+の情報は、深刻に不足しています。そこで、

この状況を改善し、わたしたちの経験を世界に伝えると同時に、これを通じて差別を解

消し、一方でコミュニティを形成するため、本調査を行います。

【内容】

ジェンダー・アイデンティティ、代名詞、敬称、差別、トランジションについて、年齢、現在

住んでいる国など。ただし、すべて回答は任意です。
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【調査責任者】

@sykality [Twitter アカウントへのリンク]

【調査期間】

2023/02/12 - 2023/03/12

上記「対象」に含まれる、すなわち「ジェンダー二元論でうまく説明されないすべて

の人」に含まれる、ということに、同意します。

{はい}

次のことを理解しました：どの段階でも回答をやめてよく、やめた場合、調査者側に

は一切の情報が送信されない。

{理解しました}

次のことを理解しました：回答を終了し送信した場合、匿名化され、オンライン上で

すべての人が見られ、引用、および転載されうる形で公開される。ただし、不適切な

回答とこちらが判断した場合、また、個人を特定できる情報を含んでいる場合、回答

は公開前に編集ないし削除されうる。

{はい}

この調査では「あなた（たち）」という二人称を、ジェンダーに関してニュートラルな代

名詞として用いています。

{了解した。}
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1. ジェンダー・アイデンティティ

あなた（たち）の性別／ジェンダーを表す表現として適切なものを、以下からすべて

お選びください。（次の問いとして、自由記入欄がございます）。なお、「必ず選んで

ください」と書かれた選択肢には、必ずチェックを入れてください。［複数回答可］

{Aジェンダー／エイジェンダー／アジェンダー／ agender,アンドロジャイン／ androgyne,

バイジェンダー,バイナリー, ボイ, ブッチ／ butch男の子／ boy, シスジェンダー,デミ

ボーイ, デミジェンダー, デミガール, enby ／エンビー, フェム, ゲイ（ジェンダーについ

て）,ジェンダー・ノンコンフォーミング／ gender non-conforming, （ジェンダー・）フルイ

ド／（ジェンダー・）フリュイド／（ジェンダー・）フルイッド,ジェンダーフラックス／フラック

スジェンダー,ジェンダーレス,ジェンダークィア,ジェンダーヴォイド／ gendervoid,女

の子／ girl少年,少女,青年, レズビアン（ジェンダーについて）,男性／ man,ニュート

ラル, ノンバイナリー男性, ノンバイナリー女性, **必ず選んでください**, ノンバイナリー,

クィア／ Queer, クエスチョニング,不明／わからない, トランス, トランスジェンダー, ト

ランス*／ trans*, トランスフェミニン, トランス女性, トランス男性, トランスマスキュリン,

女性／ woman, X ジェンダー, X,中性,両性,無性,不定性, ポリジェンダー,ゼノジェ

ンダー／ xenogender, ニューハーフ, おかま, おなべ, ダイク／ dyke, トランスセクシュ

アル／ transsexual,ニューロジェンダー／ neurogender,デミ A ジェンダー,無し}

上記選択肢になかった、あなた（たち）のジェンダーをあらわす言葉を 、いくつでも、

ご自由にお書きください。伏字や省略は用いず、すべて書いてください（例：「トラン

ス」と「トランスジェンダー」と「トラ〇ス」はすべて別のものとして扱われます）［自由

記入］
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2. 敬称

ここでの敬称とは、「Mx. ○○」や 「○○さん」における、「Mx.」 や「さん」を表します

あなた（たち）の敬称として適切なものを、以下からすべてお選びください（日本語

の場合）。次の問いとして、自由記入欄がございます。［複数回答可］

{さん, くん／君, ちゃん, たん, （敬称なし）, （クエスチョニング、模索中、または不明）,

（時とともに変わる）, （any／問わない／どれでもよい）}

上記選択肢になかった、あなた（たち）の敬称をあらわす言葉をご自由にお書きくだ

さい。（日本語）［自由記入］

あなた（たち）の敬称として適切なものを、以下からすべてお選びください。（英語

の場合）。なお、英語を日常的に使わない場合は、「英語を日常的に使わない」をお

選びください。［複数回答可］

{ （敬称なし）,Mr., -san, Mx., Ms., Mrs., Ind, Dr. など、職業などにかかわるもの, Misc.,

Pr., Mre., Msr., **英語を日常的に使わない**, （クエスチョニング、模索中、または不明）,

（時とともに変わる）, （any／問わない／どれでもよい）}

上記選択肢になかった、あなた（たち）の敬称をあらわす言葉をご自由にお書きくだ

さい。（英語）［自由記入］
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3. 人称代名詞

ここでの「人称代名詞」は、「ぼく」（一人称）や「彼人」（三人称）などを表します

あなた（たち）の一人称を教えてください（日本語）。漢字とひらがなは区別されて

います。［複数回答可］

{ぼく,僕,わたし,私（わたし／わたくし）, うち,わたくし,自分,あたし, （一人称の使用を

避ける）, （自分（たち）の名前）, （クエスチョニング、模索中、または不明）, （時とともに

変わる）,俺,わし,おれ,おら, （any／問わない／どれでもよい）}

上記選択肢になかった、あなた（たち）の一人称代名詞をあらわす言葉をご自由にお

書きください。（日本語）［自由記入］

あなた（たち）の三人称を教えてください（日本語）。漢字とひらがなは区別されてい

ます。［複数回答可］

{彼, 彼女, 彼人（かのと）, 彼男（かのだん）, 彼人（かのひと）, かれ, （自分（たち）の名

前）,渠（かれ）, （any／問わない／どれでもよい）, （三人称で言及してほしくない）}

上記選択肢になかった、あなた（たち）の三人称代名詞をあらわす言葉をご自由にお

書きください。（日本語）［自由記入］

あなた（たち）の三人称を教えてください（英語）。英語を日常的に用いない場合、 「英

語を日常的に使わない」をお選びください。［複数回答可］

{**英語を日常的に使わない**, she, he, they/them/their/themselves, they/them/their/them-

self, ne, ve, ey/em (Elverson), ze, xe, ae/aer, fae, e/em (Spivak), （クエスチョニング、模

索中、または不明）, （時とともに変わる）, any/問わない/どれでもよい}
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4. 差別について

次の項目では、具体的な差別についてお聞きします。飛ばしたい場合は、次の選択肢

で「飛ばす」をお選びください

差別についての質問に回答しますか？

{飛ばす,回答する}

[「回答する」を選んだ場合]

回答を選んでいただきありがとうございます。どの質問も必須ではありません。

自身が経験した、経験している、および不安なことについて、お選びください［複数

回答可］

{デッドネーミング（誤った名前で呼ばれること）, ミスジェンダリング（誤った性別として

扱うこと）, トイレなどのジェンダー化されたスペースの使用,医療における無理解,職場

や学校における無理解,社会の中でいないことにされる, LGBTQ+運動からの排斥,必

要なジェンダーケアへアクセスできない,家族／かぞくからの無理解, アウティング（勝

手にジェンダーや指向についての情報を明かされること）,性暴力,カムアウトできない,

カムアウトを強制される}

自身が経験した、経験している、および不安なことについて、追加したいことをこち

らにお書きください［自由記入］

You are valid!

差別についての質問について答えてくださって、ありがとうございます。
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5. トランジションについて

次の項目では、具体的なトランジションについてお聞きします。飛ばしたい場合は、次

の選択肢で「飛ばす」をお選びください

トランジションとは：「セックス、ジェンダー表現、人称代名詞やライフスタイルなどを自

身のセルフイメージに近づくよう、能動的に修正するプロセス」

https://lgbtq.fandom.com/ja/wiki/%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%

82%B8%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3

トランジションについての質問に回答しますか？

{飛ばす,回答する}

[「回答する」を選んだ場合]

回答を選んでいただきありがとうございます。どの質問も必須ではありません。

以下のうち、（アクセスの可能性の有無にかかわらず）、希望しているもの、または経

験したものをすべて選んでください［複数回答可］

{戸籍名の変更,戸籍上の性別の変更, ジェンダークリニックの受診,抗ホルモン療法,

ホルモン補充療法（HRT）,顔にかかわる手術,声帯にかかわる手術,胸部の手術,性器

にかかわる手術, （上記のどれも希望していない）}

以下のうち、経験したものをすべて選んでください［複数回答可］

{戸籍名の変更,戸籍上の性別の変更, ジェンダークリニックの受診,抗ホルモン療法,

ホルモン補充療法（HRT）,顔にかかわる手術,声帯にかかわる手術,胸部の手術,性器

にかかわる手術, （上記のどれも経験していない）}

社会的、法的、医学的トランジションについて、困難なこと等がありましたらここにお
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書きください［自由記入］

You are valid!

トランジションについての質問について答えてくださって、ありがとうございます。
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6. メタ情報

最後に、あなた（たち）について、教えてください。

年齢を教えてください

*これは、年齢層とアイデンティティを表す用語などについての相関性を確認するた

めです。英語圏では相関性がみられることが、 Gender Censusからわかっています。

{回答しない, -10, 11-15, 16-20, 21-25, 26-30, 31-35, 36-40, 41-45, 46-50, 51-55, 56-60,

61-65, 66-70, 71-75, 76+}

どこの国から回答してますか？

{回答しない,日本,その他［自由記入］}

英語版 Gender Censusに回答したことはありますか？

{はい,いいえ}

お疲れさまでした。最後にフィードバック等がありましたらこちらにお書きください

［自由記入］
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C.差別に関する自由記入一覧

注意：差別に関する具体的な記述があります。

• 「できれば「彼女」という三人称は使わないで欲しい」等、カミングアウトには至

らない程度の訂正を周囲にする時、伝え方に困る

• ・ノンバイナリーであると親に何度も親に伝えても、親は外で私を指すとき「娘」

と呼び指す

・ [REDACTED]の運営で何度も自分はトランスのノンバイナリーであると伝え

ても、「女性のための」「シスターフッド」「女性差別への抵抗」と運動の中でノン

バイナリーだけでなくあらゆるクィアを透明化される

・自身の障害についての相談窓口に相談してもバイナリー規範での話となり何

も救いにならない

• ・享受できるコンテンツの少なさ（当然のように「”男女” しかいない！」という前

提で描かれたコンテンツが多すぎる！あまりに！）

• ・見た目に割り当てられる性別で判断されて、その「異性」と見なされる人から

性暴力を受けること。

・ SNS上でカミングアウトしていることを、 SNSをしていない（と思っていた）家

族に見られている恐怖に晒されていること（だと言うと、「それを書かなければ

良い」と思われるのではないか、すなわちこの社会から私たちの存在が消され

てしまうのではないか、という強い恐怖がある）。

・精神科で心理検査を受けた際、質問紙で「異性関係に悩んでいる」等の記述

を多く目にする。うざったくて回答しなかったり適当に回答したり、（好意的に解

釈して）セクシュアリティに関する悩みがあるか、ということを回答したら、「検査

結果」として「異性関係に問題あり」という所見を書かれる。かつ、「同様の回答

について回答のバラツキがあること」を理由に、検査結果の妥当性に疑義を付

けられる結果となる（診断はされ、治療は受けているが）。

・「かわいい」ものを欲したり髪を伸ばしたりしようとすると「いい歳したオジサン
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が何言ってるの」とからかわれる。

• ・性別を感じさせないデザインの服や靴が少ない、生理用品のデザインがフェ

ミニンなものしかない等、製品デザインに強い偏りがある。

・日本の情報が非常に少なく、自分が参考にできるロールモデルが殆どないた

め、壁や疑問にぶつかる度に社会的リスクを負って試行錯誤しなければならな

い。

・反対の性へ移行する性同一性障害と異なり、ジェンダークリニックに行っても

具体的にできることがない。何をどうすれば社会的に不愉快な体験を無くせる

のかが分からない。

• ・性暴力の相談のために相手や自分のセクシュアリティを言わねばならず、しか

も相談相手に伝わらない

・妊娠の予定がないのにミスジェンダリングにより妊娠中に投与してはならない

とされる薬を勝手に避けられる (それで治るかもしれない疾患でも)

・カミングアウトして就職活動をしたら好感を持たれているのに経営判断で落と

される

・自分としては異性と交際しているつもりなのに同性愛者だと思われる

・見た目が男女どちらともつかないので周りの人が知人にアウティングを求め

てしまう

・自分の声が思った性別のものにならないとき、電話など声だけを使った通信

手段が使えない

・性別違和の診断書が欲しいときにトランスジェンダーを自認していても｢あな

たは違う｣と医師に拒否されたことがあった

• ・大学の授業で、教員から｢私が学生に｢さん｣を付けるのは問題にされたくない

からだから｣｢男がスカート履いてたら変でしょ？｣｢男性とか女性とかもしかし

たら｢中性｣もいるかもしれないけど｣と笑い話にされたり、嘲笑されたりした。カ

ミングアウト出来そうにない。

・就活で自分の望まないスーツや振る舞いをしなければならないのか、不安。

(親からは｢我慢しなさい｣と言われた)
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また、大学のマナーセミナーでは外見から女性として扱われ、女性に求められ

るマナーとしてお辞儀の仕方や立ち方を女性全員が立たされる形で断れない

(カミングアウトできない)空気の中、女性らしい仕草を求められた。

また、大学のメイクセミナーでは、女性向け男性向けの区別がされており、どち

らも選べなかった。大学に申請して匿名で戸籍とは違う性別のセミナーを受け

たが、身体的な男性にむけた講座しかなく、受講しづらかった。

• 1.下の名前が女性を想起させる名前である（○○子）ため、ごく親しい間柄で

ない人や女性として接していない人からは名字で呼ばれたいのに、下の名前で

呼んでくる人がいる。初対面では名字しか名乗らないのに下の名前をわざわ

ざたずねたり確認したりしてくる人がいる。

2.異性愛規範に基づいた話題を振られる。私はパンセクシャルであるために苦

痛。異性も同性も好きという感覚ではないが、説明してもそれが伝わらない。

私にとってすべての人（少なくともこれまで出会った人すべて）は異性（同時に

同性）でしかない。

3.女性差別反対に言及すると、女性にミスジェンダリングされる。

4.ユニセックスまたはアンドロジナス、ジェンダーレスな格好をすると、ジロジロ

見られたり、駅構内等で女性からぶつかられたり靴を踏まれたりすることが増

える。フェミニンな格好の時は男性からよくぶつかられる。

5.カミングアウトした時に「どこが男なのか証明しろ」という圧力がかかる。ペニ

スがない事や筋力がない事、身長の低さ、声の高さ、しゃべり方、フェミニンな

服装等に言及される。

6.夫と法律婚しているため、夫の配偶者＝女性という固定概念の元、ミスジェ

ンダリングされる。 7.幼少期に周囲の大人から、いわゆる男の子らしい興味関

心は積極的に肯定されなかった。（ミニカー遊びよりおままごとや人形遊びに誘

導されることが多かった）

8.親から大学受験時、「女の子だから資格が取れるところへ進学した方がいい」

と理系への進学に消極的に反対された。

9.両親には両親が理解できる範囲でと配慮してカミングアウトしたが、法律婚
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を期に「治った」と認識されている。

10.いわゆる女性らしい体型（下半身がボリューミー）であることもあり、違和感

のないマスキュリンな格好が難しい。

11.持病があり、日常的に″婦人科″に通院しなければならない。

12.″婦人科系″の持病について言及すると、ミスジェンダリングされる。

13.日々の些細な違和（女性社会寄りのコミュニケーションに馴染みきれなかっ

たり、男性社会寄りのコミュニケーションをとったり）から、女性中心のコミュニ

ティ（職場やサークル等）でいじめ・嫌がらせを受けるなどして排除された。

14.男性中心コミュニティでは女王的な扱いを受けるか、お客様扱いされるか、

ボスの女扱いされるか、ネタ扱いされるか、いない扱いされるかのどれかしか

ない。

15.制服がスカートしかなかった。

16. ミスジェンダリングされないために、ジェンダーやノンバイナリーとは何かか

ら説明しなければならない場面がある。

17.職業上の場面等で何か能力的に優れている事を示すと、不快感を露わに

されたり、「女性なのにすごいね」と過剰に持ち上げられたりする。

18.汚れる仕事や力仕事を率先してこなそうとすると、遠慮されたり戸惑われた

りする。

19. 「長」の立場は与えられず、良くて「サブ」や「副」の立場を与えられる。

20. フォーマルな場ではフェミニンな格好以外できない。

• AFABで男性寄りの性自認だけどピンクが好きだったり女性の服を着たりメイ

クをしたりなど一般的な男のジェンダー規範に沿っていないのでトランスの中

でも「本物じゃない」と差別される事がある

• LGBTQ+運動から排斥されてるって、私達が思っちゃうこと。セルフネグレクト

みたいだ！

• LGBTからの除外

• LGBT と最近良く聞きますが、ゲイとトランスジェンダー（身体男性）しか対象に

していない。バイ（レズビアン寄りかもしれない）またはアセクシャル、身体女性
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である自分からしたら、寧ろその活動は警戒対象。そのくせ「LGBT」と、都合の

いい盾にするときだけ担ぎ出されることに不信感

• SNS でのヘイターからの集中砲火。トイレ問題の犯罪者化。女性は守るけどト

ランスジェンダーは守らない言説。

信頼している人物からの自身のジェンダーに対するトランス差別を受けると、不

意打ちの奇襲すぎて心身の調子を崩してしまった。

AGABに従ってトイレを使用しているのに、そのときの服装が AGABの性別の

正解出なかったというだけで、清掃員に拒絶反応をされた。

• SNSで誹謗中傷されたことがある。一部フェミニストから排除されがち

• Twitter などの web上で（女性の安全についてなどの）特定の話題に混ざって

出現する、あるいは一般的な語（「ノンバイナリー」など）で検索した際に容易に

出現する、差別的な言説や誤解・偏見を拡散するような情報。自分自身の精神

的負担になるのと、もともと差別的ではない人（特にシスジェンダー女性）がそ

れらの情報を信じてトランス・ノンバイナリーに排除的になっていくのではとい

う大きな恐怖を日々感じています。チェックした「LGBTQ+運動からの排斥」と

も関連した不安です。

• X ジェンダーやノンバイナリー，中性，両性は、どちらからも理解されにくい。

男 or女の二元的に生きてる人達からも理解されにくいし、性同一性障害等の

方々からも理解されにくい。

どっち付かずな中途半端な人だとか、優柔不断だとか、なんとなくファッション

でそんなこと言ってるだけだとか、色々と揶揄される事が多い。

• アウティングをされたことがある

• アジア系の見た目と複合した差別

• アポジェンダーという名称が日本において有名ではないため、アポジェンダー

の情報にアクセスする際に困難がある。

• インターネット上でミスジェンダリングや差別的な反応が来ること

• カムアウトしたことを忘れられる

• カムアウトしていないため身体的男性を理由に力仕事を要求されることがごく
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稀にある/多目的トイレ以外に洗面所を含め個室化された化粧室がない

• カムアウトを避けられる

• グループホーム入所中だが、ある入居者と支援者の性的マイノリティに対する

対応が酷い。入居していたトランスジェンダー（MtF）の方に対する対応が酷く、

その方は適応できず、転居した。同性婚や性的マイノリティのニュースが流れ

たりすると、トランスジェンダーに対する差別的仕草をする。その時はなんとも

言えない気分になる。 20年， 40年ほど離れているので、時代が違うのかもし

れない。

私は生物学的男性だが、この肉体をもって男性とも女性としても見られること

が苦手である。障害者の就職支援団体やハローワークに言えていないのであ

るが、かなり肉体労働を勧められる。

以前の職場では、パチンコや風俗店の話題が多かった。生物学的男性が多い

職場であったためか、私を男性とみなして、そのような話題をされることが多

かった。マジョリティ女性が多い職場なら、一発でアウトだろう。

本当に苦痛だったが、一番年下のためもあるのか、やめてと言えず、はぐらか

すのに必死だった。辞める理由の一つになった。

• シスジェンダー並の人生を歩むことを求められる（例：トランジションにかかる時

間やお金を考慮されない、仕事が見つかりにくいと理解されない等）

• その属性をもった役割を演じる必要がある（例えば母親）

• そもそもノンバイナリーであることを明かすとどうなるのか見当がつかない

• デミセクシャルアセクシャルという自認なので、居場所が常にないと感じます。

また、アセクシャルは性経験がない人が多数と思いますが、経験がないことへ

の偏見が社会から是正されると良いと思います

• トイレを使いにくい。心と体の性別が違いすぎて、、、だれでもトイレを使うこと

が多いが視線が気になる

• どちらかの性別ではないのに、勝手に身体性別と見なされ、恋愛対象として友

達から見られることが不安だ。身体が同性だからと言って過度なボディータッ

チはしていいものではない。
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• トランスジェンダーのヘイト活動について見聞きすること

• トランス差別的な言質に引っ張られてしまう友人が twitter上の多く、縁を切っ

たことが何度もある。ある程度理解があってもトイレを使うのにパスポートを導

入するとかどうかなというくらいの人もおり、本当に恐怖。そのため最近は外出

時のトイレは誰でもトイレを使っているが、なかなか探すのも大変で困る。

• トランス女性 (MTF)の立場と存在を利用した、悪意あるシスヘテロ男性の、女

性専用スペースへの侵入が怖い。そしてそれをトランス差別と糾弾する現在の

風潮はおかしいと思う。「身体が男性、心は女性、恋愛対象は女性」という人の

存在は否定しないが、そういった「本物」の方よりも「性暴力に利用したい男性」

が圧倒的に多い、またはこれから爆発的に増えると思う。

• トランス女性であるというだけで世の中のあらゆる場所から排除され、変態・性

犯罪者呼ばわりされたり、猛獣扱いされたりすること

• ナベシャツを使用したいが親に相談しないと買えない（ネット通販でしか買えな

い）ので 18歳になるまで使用できない。（1人で買えるようになったらしれっと

使うつもり）

• ニューロジェンダーの日本語情報が少ない。日本語圏の発達障害の当事者運

動の情報が少ない。 AutismSpeaks 以外が透明化されている本邦への懸念。

賃金差別。

• フェミニズムからの排除、同性婚運動からの透明化、 BL批判における存在の

想定のされてなさ (l LGBTQ+内でもマジョリティからも)

• ほぼ実害を被っていないが、男性の典型らしい要素を求められることに違和感

を覚える。ノンバイナリーのマイクロラベルを持っていても、実態としてはシス

ジェンダーとほとんど変わらず、自分がジェンダーのマイノリティである感覚は

かなり希薄。

• マイノリティ関係以外のイベントや交流会での無理解

• ミスジェンダリングとは違うのですが…自分は現在移行の途中 (主にホルモン

剤治療を受けています)なのですが、よくインターネットの仲間内で男性ホルモ

ンの摂取の話をします。その時に時を経て低く変化していく声を「声が男らしく
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なった」という褒め方をシスジェンダーのみならず様々なジェンダーの方からも

されるのですが、とてもモヤモヤとしております。声の音程で男女二元論による

そのジェンダーの固定観念に当てはまる「らしさ」を押し付けることは、その「ら

しさ」に当てはまらない人をふるいにかける、落とす行為だと思っており、ミス

ジェンダリングにも直接繋がることなので辞めて欲しいなと思っています。

• もっと Q＋についての認知が広まるといいのにと強く切実に思う

• 悪意ゼロで性交渉の方法を質問されること

• 悪気なく「◯◯な女だね」「すてきな女性になってね」「モテるよ」などと言われる

のがつらい。

• 一般に「女性運動」と理解される運動（反性暴力のイシューがその典型）の集会

や街頭行動に参加する経験や、事務的なしごとを担当することが少なくないが、

それらの場面で、問題ある行動をする具体的な人物を想定しながら行なわれる

「おっさん」批判や、自分がそのなかでも例外的な「男性」として扱われるのがと

ても居心地が悪い。運動によっては初めから参加者が「女性」限定とされる例

もあるが、これをどう肯定／否定して良いのかわからず、モヤモヤしている。

• 一部の過剰な支援要求により、誤解が生じていると感じる

• 英語ではない外国語を勉強しているのですが、バイナリーな要素の強い言語

なのでしんどいです。アカデミックな機関主催の教室にも通いましたが、ノンバ

イナリーの存在は全く想定されておらず、ジェンダーニュートラルな表現につい

て質問するのもはばかられる空気でした。

• 学校現場で、「トランスジェンダーなら髪の毛を短くしてもいいけど、そうじゃな

いなら伸ばしなさい」と頭髪について指摘された。また、家の外でのトイレにつ

いて、スカートを履いていないと男性だと思われて、女子トイレに入りづらい。

でもそこまでパス度が高い訳でもし自分のジェンダーアイデンティティが男性

でもないので男子トイレに入るつもりも一切なく、トイレに行くことに不安を覚え

ている。

• 割り当てられた性別は女であり、今まで「女らしく」と育てられてきたのでぼん

やりとした違和感はあったものの、それを言語化出来ず内面化してしまったた
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めどのような振る舞いや服装、アイデンティティが本当に「自分らしい」のかすら

分からず、なので自分のジェンダーアイデンティティが 20歳にしてまだ分から

ない。所謂「中性的」なファッションをしていないと Xジェンダーとは見られない

というか、その割り当てられた「女」として見られてしまい、それを当然のことだ

と受け入れてしまっている自分もいるが、確実に自分は「女」ではないと思って

いる。女性と見られることに違和感を感じる。かと言って男性では確実にないの

で、まだクエスチョニングである面が大きいと思うが、その「分からない」という

状況がすごく自分は不安定に感じる。アンチカテゴリーであるべきなのに二元

論に当てはまらない「何か」でないと受け入れられない自分がいる。

• 基本、男女トイレと多目的トイレしかないので後者を使っているが、去年「健常

者が多目的を使うんじゃねえよ」と赤の他人に怒鳴られて以降、ビクビクしなが

ら多目的トイレを使うようになった。

• 軽く見られている気がする

• 血縁関係がある家族にカムアウトしたとしても無理解と異常と言われそうだと

思っている

• 月経不順により産婦人科に行くはめになり、カミングアウトは怖くてできず、女性

ホルモンを飲む羽目になった。それが嫌で別にトラウマ (性同一性障害の診断

受けた幼馴染にトランスでは無いと否定された)あって避けてた精神科に行っ

て (この時トラウマの原因だった友人の言葉ガン否定してくれたのでマシになっ

た) トランスに理解のある産婦人科を紹介してもらった。

金が無くて手術を諦めてるのを良かった、貴方だけの身体では無いと言われ

た。

スカートも赤もピンクも大嫌いだけどせっかく女の子に産まれたんだからとか

かわいいんだからとか言われて嫌がっても履かされた (諦めて小学生の時は

年に 2,3回、中学からは制服で馴れた)

ちゃん付けで呼ばれたり女性として性的対象に見られるのが心底嫌だ。男とし

て男が好きなのであって女じゃない。

もっとある気はするけどしんどいのでストップします。
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• 見た目で性別を決めつけられる

• 見た目を無性っぽくしないと勘違い扱いされる

• 現在ノンバイナリーとして自己を認識しているが、ホルモン治療や外科手術等

の身体的な医療措置や、改名は考えていない。そのため自分のノンバイナリー

性を証明できるものが無いように思う。改めて就労する際に要求する扱いが通

るかどうか考えるたび憂鬱になるし、そもそも要求できるほど自分に勇気があ

るかも分からない。

広義にはトランスジェンダーの一人として自己を位置付けながらも、医療的ア

プローチではなく社会的な扱いの変容を望む身としては、誰の判断を仰げば認

められるのか、何をすれば自分にとって正当な扱いを受けることができるのか

分からない。

• 現状トイレなどのジェンダー化された場所を使いたい場合は AGABの方を使っ

ていますが、なんとなくしっくり来ない気がしていつも不安です。

• 孤独。マジョリティはおろか、セクシャルマイノリティの人たちからも理解されな

いことが多い。居場所がない。存在しないことにされていると感じる。

• 差別的な言動への同調強制

• 歳を取るにつれ、結婚や子供を持つことに対する周囲からのプレッシャーがあ

ります。

• 仕事に付くときの選択肢がたとえば制服がジェンダー化されているなどの理由

で狭くなってしまう。

• 子宮頸がんワクチンをレディースクリニックで受けたとき、私が「シスジェンダー

女性で、性行為や恋愛の対象が 3次元の男性の人間である」ということが前提

の上、子宮頸がんや子宮頸がんワクチンに関する説明を受けさせられたこと。

• 私のジェンダーアイデンティティについて多くの人が無知であること

私のジェンダーアイデンティティについての説明を要求されること

私のジェンダーアイデンティティ上記２つの理由から、カムアウトにかかる労力

が大きく、カムアウトが困難であること

• 自己紹介の際に属性を語りづらい、語った際に腫れ物のように扱われる (コミュ
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ニケーションを避けられる)

• 自身が経験した、経験している、および不安なことについて、追加したいことを

こちらにお書きください

• 自分は回答時の 2 ヶ月後に就職する予定だが、学生と労働者で違う環境、違

う差別を受けるのではないか不安。

• 自分以外のだれかが（任意のジェンダーアイデンティティ）を名乗ることにたい

しては、「あなたがそうだと思うならつねにすでにそうだよ」と思うが、じぶんが

ノンバイナリーを含む（alloシスヘテロではない）任意のジェンダーアイデンティ

ティを名乗ることに、うまく言えない不安感がある。いままで、 alloシスヘテロと

しても（？）なんとか生きてこられてしまったにも関わらず、わたしが名乗っても

よいのか、というような。他人に名乗ってもいいと思いながら、自分に対してこ

のように感じるのは、あらゆる（任意のジェンダーアイデンティティ）を名乗るひ

と／名乗らない人にたいして、ダブルスタンダードのような気がしている。つま

りわたしに差別意識という構造が根ざしているということにつねに直面し続け

ている。

• 社会に出た際にジェンダーロールに従うことを強制される、圧力をかけられる

こと。

• 社会のほとんどの場所がバイナリなのでカムアウトしたところで具体的なメリッ

トはないことが多いが、カムアウトしなければ本当にないものとして扱われるの

でメリットが少ないのにカムアウトすることになる。自分が受けたセクシャルハラ

スメントの経験が「女性の経験」あるいは「バイセクシャル・パンセクシャルの経

験」の中に吸収されてしまいノンバイナリーとしての言葉を積み重ねることがで

きない。

• 社会的な無理解（マスコミや世間一般の意見などの）

• 宗教内での無理解

• 就活時やアルバイト時などのフォーマルな服装を求められる場で、服装に困る

上にカミングアウトしたくないので相談もできない

• 就職活動での不利な取扱
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• 就職活動において、性別の選択肢が男女しかない場合が多い。また、｢その他｣

｢回答しない｣を選択した場合も、リクルーター等から｢女性ですよね？｣と確認

されたことがあるため、選択肢がカムアウトやアウティング (典型的なバイナリー

規範に適応していないと企業側が区別できる)のための道具として機能してい

る場合があると感じる。

• 就職活動をする際に不利になるのではないかという不安

• 十分に機能している相互扶助コミュニティがない

• 女の子だから〜と言う決めつけでものを言われることがとても不快。ですがこ

れは自分の性別に確信を持っている人に対してでも良くないことだと思います。

• 女性ジェンダーや男性ジェンダーを押し付けられることを子供の頃から経験し

ていて、毎度非常に不快になります。差別をしている意識が無い人が多く、最近

は相手の知識に応じてそもそもコミュニケーションを避けるようにしています。

• 女性と自認している友達といる時に友達が女性専用車両に乗ると、カミングア

ウトするか迷うが、カミングアウトできずに渋々着いていく。周囲の目線が気に

なる。

• 常に女性で一番とか女性で初とか女性では珍しいと言われる

• 人の目が気になってトイレに行けない。僕は女性に見えやすいらしく、友達とト

イレに行く時、みんなのトイレを利用したいが説明が怖くてできないため女性ト

イレを利用することになり、すこしつらい。

• 政治家や著名人による差別的発言、彼らが後から行う弁明の対象にすらなっ

ていない

自治体や企業の施策などで LGBTQ に関するものの対象になっていない、認

識されていないただの甘えと認識される、身内からもそう認識されて行き場が

ない

• 正規職につけない

• 設問内容と見当違いだったら申し訳ないのですが…パートナーの性別によって

自分の性別をミスジェンダリングされることがいつまで続くか不安です。

• 大きな括りで一纏めにされ、誤解されること（性自認が一致しないと言うと性転
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換したいのかと聞かれるようなこと）

• 男女制服しかないのがすごく嫌でした。見た目で「性別」を探られることも怖い

ですし、なにかと身体的特徴をある二元的な性別に結びつけるような発言を聞

くと毎回程度は違えどショックを受けます。

• 男女二元論かつヘテロセクシャルが前提の就労環境にしか恵まれず、現在、無

職・生活保護を利用している。同時に、心疾患を患ったため、療養中にあり、現

在は休職活動を行なっていないが、回復後、就職活動を行う予定である。しか

し、この際に、ジェンダー・セクシャリティの問題が、大きな壁となり、また、それ

を乗り越えられる支援団体と繋がれていない状況にある。この状況なので、常

に孤立感・将来への不安を感じている。また、何よりも、無事にその壁を乗り越

え、再雇用に結びついたとしても、雇用形態の不安定さ・満足のいく収入・本当

にその職場が安心できる環境なのか等、さまざまな不安要素が待ち構えてお

り、心身の回復や自信のアイデンティティを認められるようになるまでに時間が

かかると思っている。

• 男性からの身体暴力及び性暴力

• 東日本大震災に被災したトランスジェンダーの方が避難所での生活やナプキン

の配布などで苦労した経験を知り、私も避難所を使えないかもしれないと不安

になっています。

• 同じジェンダーの人との出会いがほぼない

• 同性のアーティストなど同性をファンだと言うと同性愛者か？と聞かれた。男性

としか肉体的関係、付き合いをしたことがないがどう答えていいか分からず否

定してしまった。

• 特に確認してもらえることもなく、シスジェンダー（あるいはヘテロセクシュアル）

だという前提で勝手に私についての話がされること。

• 二元論的なジェンダーシステムによる排除 (いろいろなところで問われる性別、

スポーツ）、「ちゃん、くん」呼び分け、自分のジェンダー (かつセクシュアリティな

ど) を想定された上での会話 (「彼氏/彼女いるの？」)

• 非常時（災害や収監）にホルモン治療ができないこと。
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• 貧困。自分の受けた性暴力を矮小化される事

• 不完全身体の苦痛感

• 婦人科に行く必要がある時があるが、とても苦痛

服装の強制

• 複数のマイノリテイにより、 LGBT のコミュニティにもなかなか加われない、仲

間として意識されてるか不安

• 母親はきちんと理解して受け入れてくれたが、叔父さんやお婆ちゃんは受け入

れづらいようだった。

• 訪問介護中に女性の障害者の利用者さんからのセクハラ。入浴介助中にパン

ツを脱がされた。

• 無意識に決めつけられること

• 恋愛について話をする時に、バイナリーな次元で語られること。最初から当然の

ようにシスジェンダー、ヘテロセクシュアルの女性として想定され話が進むこと。

• 恋愛や性愛含む自分自身の行動や嗜好をもとに周囲からミスジェンダリングを

なされることが多すぎて、自分自身もそれを内面化して自分自身を蔑ろに扱っ

てしまう。

• 曖昧で、日本ではまだ理解が進んでいないジェンダーアイデンティティのため、

LGBTQコミュニティ内でも排斥されるのではないか、自分のような存在は想定

されていないのではないかという不安感がある
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D. トランジションにおける困難に関する自由記入一覧

注意：差別に関する具体的な記述があります。

• 門番行為があるのでジェンダークリニックには行きたいとすら思わない

• 名前を変える事や性別変更のハードルが高い

• 名前の変更により自分の経歴が分断される不安、戸籍の性別を男女どちらか

にしかできないので変えてもしっくり来ない

• 殆どのジェンダークリニックでノンバイナリーの存在が想定されていない。例え

ば、お問合せの選択肢が、 MtF と FtMの 2種類しかない所があるなど。

• 法律上に性別が選択不可能、多機能トイレの使用が事実上のカミングアウトの

可能性と差別の存在による使用困難さ、ごく近年まで身体的治療の対象外と

され今なお身体的治療の対象外とやすいことでの困難さ、戸籍上の性別の扱

いを受けること。

• 法的に男女でない取り扱いを望んでいる。

日本のジェンダークリニックではホルモンパッチの扱いがない

• 法的には男性になりたいし、周囲からも既に男性と見なされることが多いのに

手術やホルモン治療が必要になってしまう。そのままの身体でも戸籍を男性に

したい。

• 保険適応での手術のハードルが高い

• 保険が適用されず高額になる

• 費用やサポートの不足

• 乳首を目立たせたくないだけなのに、パッド入りの下着か”ナベシャツ”の 2択

しかない。バイナリーにトランジションすることを前提とされている息苦しさが

ある。

• 日本の戸籍には男・女しかないので、どちらに属しても誤っている状態になる。

• 日本ではまだ二元的じゃない性別があまり知られてないため、様々な場面で性

別を訊ねられる際に「男・女」のどちらかで聞かれてしまうことが苦痛。出来るな
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ら戸籍上の性別も「X」にしたい。

• 日本ではバイナリーな性別しか登録上の性別がないため、変更したくても変更

先がない。

• 日常でつかう通称名だけでも変更したいと思っているが、職場でカミングアウ

トしていないため相談しづらい

• 特別困ってはいないけれど、本名 (戸籍上の名前)が 1人 1つであることに違

和感を感じる

• 当事者の体験の情報が少ないし、そもそもの選択肢が分からない（調べれば

分かるのかもしれないけど…）。あと、身体違和があるけど、手術は怖いしお金

かかるし現実的に難しいだろうなと思っている。自分がどうなりたいのか、自分

でもまだよくわからない。

• 中年になり完全にトランスするにも難しい年齢の人は多いと思う。社会的に折

り合いをつけながらそれでも身体の性別とは違うと思いながら生きている。ノ

ンバイナリーや Xジェンダーという考え方は、そうした人を救う概念でもあると

思う。

• 地方都市在住だとジェンダークリニックが少なく、診察受付をしていない（限ら

れた患者にしか対応しない）ことが多く、医学的トランジションへのアクセスが困

難性、またトランスフェムの場合、ホルモン治療を受けると SRS が保険適用外

になってしまう混合診療の問題や、長期にわたるホルモン治療によって反転法

での SRSの際に造膣が困難になるなどの問題があってホルモン治療に踏み切

るタイミングなどがむずかしい

• 地方に住んでいるため、クリニックの情報やアクセスが困難。胸部の手術を強

く希望しているが、初めの一歩でつまづいている。

• 地方にジェンダークリニックがない（少ない）

• 男性と女性が入り混じっている認識のため、トランスする身体がない

• 男女以外の性別が法的にも医学的にも可能な状況でない

• 造膣や豊胸しない外科手術が存在しない (または存じない)

• 先日、ジェンダークリニックの医師に、先に精神科に通ってもらったほうがいい、
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というようなことを言われました。しかし、性別違和を抱えている患者を診てくれ

る精神科は、少なくとも通える範囲にはありませんでした。その発言をした担当

医も、はじめからジェンダー以外に問題を抱える患者を診る気がないようで、イ

ンターセクショナリティ意識の無さに愕然としました。また、保険医療での手術

を望む場合の条件が非常に厳しく、新幹線を使って遠くのジェンダークリニッ

ク通い性別判定を受けたのち同病院で手術を行うか、近場（といってもそこま

で近くないですが…）のジェンダークリニックに通って性別判定を受けたのち、

手術が可能な病院まで一日がかりで行くか、という感じでした。保険を使わな

い場合でも、ジェンダークリニックが紹介出来る場所で一番近いところには入

院施設がなく、家で療養中に緊急事態が起こっても対処しにくい、と言われま

した。

結局、今はジェンダークリニックに通うことは中断しています。もっと保険医療

が手厚ければ、ジェンダークリニックや一般の精神科などにインターセクショナ

リティの考え方があれば、ジェンダークリニックに精神面のケアを行う用意があ

れば、もっと簡単で安全に、傷付けられることなくジェンダークリニックや身体

治療にアクセスしやすいんじゃないか…と考えます。

また、ジェンダークリニックなどの HP に「MtF/FtM」としか書かれていないこと

が多く、そのどちらにも当てはまらない存在としては、ジェンダークリニックに行

くこと自体躊躇してしまいます。

とにかくずっと、当事者の体験記以外の、トランジションに関わるすべての情報

の中から X ジェンダーやノンバイナリーが排除されている感覚があります。い

ないことにしないで欲しいです。

• 正常な生殖器及び性器は取れない、また、一度とってしまうと更年期障害にな

ることは免れないようなので、仕方なく手術は受けない方を選びました。まだ諦

めてないですが。

• 整形にかかる費用を捻出できない事。強迫観念があり、整形が医学的な観点

から心身の再生に必要であると判断される等した場合は、保険治療で施術を

受けられるようにして欲しい。
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「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果

• 性別二元論が前提のものばかりなので、現時点では生まれた時に割り当てら

れた性以外になりようがない。そうでない方にするのも違うし…

• 性別適合手術は保険適用にはなったが医療側のガイドラインと齟齬があり、実

際にはまず保険適用にならない。そのため手術を受けるのが金銭的に厳しい。

• 性分化疾患があるため、必要であれば名前や戸籍性別の訂正が可能である

が、今のところはそこまでは考えていない。

• 性同一性障害では無いため不妊手術の要件として女性に出産要件が課せら

れており,性嫌悪への対応が矯正以外にないこと。

• 身体にメスを入れることはまだ迷っているし踏ん切りもつかないような気がし

ているところなのですが、その辺のメリットやデメリット含めて相談できる場所

がないということでしょうか。

• 親から反対される

• 信頼できるジェンダークリニックへのアクセス

• 職場への手術の適切な説明の仕方が分からない

• 上記戸籍上の性別変更はしていないのですが、海外に住んでいた頃、運転免

許証の性別変更は行ったことがあります。

• ［前略］トランジションに関して社会的な関わりにおいて一番困難なのがカムア

ウトした場合自分を「身体違和の強いジェンダーアイデンティティが男性の人」

ではなく「男性になりたい女性」「おなべ」として認識している人の目が怖いで

す。声が変わったり喉仏が出たり、顕著な変化を見付けると根掘り葉掘り面白

いものとして扱われて聞かれる、更には勿体ないと言われるのがとてもつらい

です。あとは一切カムアウトしていない方に通称名を知られた時に事情を説明

するのがとても苦痛です。法的にも現在お付き合いしている方と結婚するには

完全に戸籍上の性別を変えてしまうと婚姻が認められないのもとても悲しく思

います。医療的な面に関してもジェンダークリニックがない地域で「性同一性障

害」の診断書を出してもらうのに関して感じたのは全体的に「性同一性障害」

に理解のある医師が少ない、その上で診断書を書ける医師が少ないと思いま

した。
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• 小さい頃から肉体の感覚全般が薄くて、自分の身体を自分の身体だと咄嗟に

認識できないし、さりとてどういう身体になりたいのかのイメージもありません。

ただ声だけは低い方が自分だという感覚があり、我流でボイストレーニングを

したりしています。こういう自分についてジェンダークリニックで相談したとして

も、ジェンダーではなく、発達障害や精神疾患の文脈で解釈されてしまいそう

だなと不安です。

• 女性だから子供を産めという今の風潮に困難を抱いている。

• 住んでいる地域にジェンダークリニックがない。障害があり戸籍変更などの手続

きが難しい。病気で薬を何種類も飲んでいるためホルモンにも手を出せない。

• 住んでいる場所、年齢、家族関係などの影響で行うことが難しい

• 住んでいる自治体のジェンダークリニックは数が限られている上、新規受診の

受付もしておらず、そもそも受診すること自体がかなっていません

• 周りの反応、反対の声、金銭問題など…。

• 手術要件のせいで戸籍の性別が変更できず、強制的にカミングアウトせざるを

得ない状況にしばしば陥ること。

• 手術を受ける前の状態で手術費用を用意すること

• 手術の費用が高い

• 手術の身体的・金銭的負荷が大きい

• 手術だけ希望していたのに、さっそく却下されて、その代わりに「ホルモンをやっ

てみれば？」と無理やり薦められました。（結局新しいカウンセラーを探し、その

カウンセラーの紹介によってトランスジェンダー専門診療看護師に相談すること

ができ、手術を受けることそしてホルモンをやめることになりました。）

• 手術すると元には戻らない。胸が取り外し可能になればいいのに。

• 自分の性別と自分の望む肉体のあり方が違うとき、望む方向に性器にかかわ

る摘出などの大掛かりな手術が出来ない仮に自分自身の性別に沿う肉体を望

んだとしても、ふたなりと言われる状態になる手術は少なくとも日本では受けら

れない

• 自分に出来る限り低い声で話すことを、よしとしてほしい
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「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果

• 自分にとってペニスがある状態が自然だが、今のパートナーが望まない（関係

が破綻する可能性が高い）であろう事、またペニスを形成したところで射精な

どの機能が生まれるわけではないので、現時点では希望しない。

• 治療なのに法外なお金を取られる

• 私個人は性別の変更などを希望しないが、同性婚とトランス問題を混同してい

る人があまりにも多いと感じます。

• 子宮の除去の手術を受けたいが、術後の入院期間が必要なこと、保険適用で

なければ相応のお金が必要なことがあり受けられない

• 戸変したくてもバイナリーしかないからできない

• 戸籍名を変えたいと思っているが、自分はジェンダークリニックに通っているわ

けでもなく、身体的な変更を望んでいるわけでもないため、改名するためには

通称名の使用実績を作るしかなく、時間がかかること。もう少し簡単に改名で

きるようになればいいと思う。

• 戸籍名の変更:通称の使用実績を何年も積んだことを理由として名を変更した

いと思い、インターネットで調べて実行に移そうとしているが、通称に移行でき

る機会があまり取れていない。改名の希望も含めてカミングアウト済みの友人

には SNSや手紙のやりとりで通称を呼んでもらい、通販での買い物の一部や

美容院では通称を使用しているが、大学や医療機関などのより通称の使用実

績が有力になりそうな公的な場では移行に踏み込みにくい。通称の使用を相談

するのにはカミングアウトが伴うのと、性自認が出生時に割り当てられた性別と

逆というわけではなく性同一性障害の診断もつかないと思われる私のような場

合でも通称が認められるのかどうか分からず、制度があるのは知っていても申

請しにくい。できればノンバイナリーとして働ける職場に就職して通称で勤務す

ることで実績を得たいと考えているが、発達障害とそれに伴う適応障害により

大学に通うのが困難な時期があり、学業成績が悪く留年もしているため、それ

ほど就職先を選り好みできない可能性も高い。また、通販を含む買い物におい

ては名前を通称にするとクレジットカードの名義と異なるため、現金払い (通販

では代引) に限るか利便性のために通称使用を諦めるかの選択を迫られる。
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• 戸籍名の漢字表記を残して読み方だけ改名しました。住民票にフリガナのない

地域への転居を躊躇っている。また今後もし戸籍にフリガナが載る際に、改名

後の名前が認められるか不安。

• 戸籍性別が男か女しかない、携帯の契約、公的な支援を受けるための書類で

毎回男か女しかない違うのに AGABに丸しなければならない違うのに、医療機

関で通称名を使わせてくれない、医療機関で AGAB に従わないといけない、

声を上げても未熟と判断されるか、現状自分が考え方を変える方向に抑圧さ

れる寄り添い。

• 戸籍制度のない国に居住しているため，戸籍上の性別=パスポート上の性別

(または法的な性別) と読み替えて回答しました。ジェンダークリニックの受診に

ついては， GPへの紹介依頼は 2年前に済ませておりウェイトリストには載せて

もらっていますが，ジェンダークリニック自体への受診はまだのため未経験と回

答しました。

• 戸籍上の性別の者としてこれまで過ごしてきた社会における移行

• 戸籍の性別が男／女しかないため、変更の選択肢が取れない

• 戸籍に男女以外の表記があったら変えたい

• 戸籍からの性別の削除

• 現在高等教育への進学を希望しており、将来の学費のことを想定すると費用の

捻出が困難である。

• 健康優良なトランス男性である自分にとって、デメリットの方が多そうなのでホ

ルモン療法を避けているが、今のままだと声の高さでミスジェンダリングされて

しまうのでどうしたら良いかわからない

• 経済的に苦しいのと、保険適用のために受診したいジェンダークリニックが遠

いため中々医療ケアを受けられず、辛い。また、就職やトランジション後に差別

を受けるかもしれないという不安がある。

• 金銭面での負担が大きすぎる

• 金銭面、また適切な医療機関へのアクセス

• 金銭面
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「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果

• 金銭面

• 金銭的問題により医療行為を受けられないこと

• 金銭的に不可能

• 金銭的な問題で手術を受けたくても受けられない

• 金銭的な負担がある。法的性別が邪魔になる。

• 金銭、リスク

• 金がない、情報が手に入りづらい、本当にやりたいことはまだ技術的にできな

い（が、不可能ではないと思う）

• 胸を平たくする手術を受ける際、低用量ピルの服用を止めるべきか、続けても

いいのか、止めるべきなら止めた期間内の月経の苦痛をどうするのか、分から

ない。レディースクリニックの医師に相談したいが、切り出し方が分からない。

※低用量ピルは、月経困難症のため服用中です。

• 胸を取るのにかかるお金と、痛みに弱い事　ボディイメージ的には胸は取りた

い　家族があまり良い顔をしないので、家族が亡くなってからと思ってる

• 胸をなくしたい気持ちはあるものの、ジェンダーフルイドだからあとで欲しくな

るかもしれないよ、とクリニックの医師から言われており、手術をするか迷って

いる。また、どんなに装いを自分の馴染む様子に整えていても、声で「女性」だ

と決めつけられることも多くて苦痛である。ホルモン治療を勧められたが、恒久

的に声を変えたいわけでもないので違うな、と思っている。

• 概ねトランジションの希望はないのですが、 PCOSで女性ホルモンの分泌が弱

く「女になりきれてない体」なのがコンプレックスだし心身ともにあまり健康では

ありません。思春期前からノンバイナリーだとなんとなく自覚していた（未言語

化）記憶はあるのですが、ノンバイナリー自認が体ともリンクしている気がして

自認に自信が持てないのと、健康を手に入れるためにいっそ女性ホルモンのホ

ルモン治療を受けたほうがいいのかどうか（でも女性になりたい！と思ってい

るわけでもないし…）とても悩んでいます。

• 外見を変えたいが、変えてしまうと現パートナーとシスヘテロカップルに見えな

くなるのでこれまでに経験したことのない差別を受けるかもしれないと思い現
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状に甘んじている。

• 医者からのノンバイナリーへの不理解

• 医学的なトランジションにとにかくお金がかかる。戸籍上の性別変更のハードル

がとても高い。

• ホルモン治療のできる病院が少ない。料金が高い。通院のために仕事の休みを

とるのが困難。

• ホルモン治療が保険未適用であり、医療費が高額になること。私の住んでいる

地域（広島）ではトランスジェンダーに関連する医療を受けられるところが少な

いこと

• ピルが高額であること、長期間生理を止めるようなピルの服用方法に理解のあ

る医師が少ないこと（ピルの服用目的=避妊/生理痛と想定されており、それ以

外の目的での服用方法について相談が難しいこと）

• ヒゲの脱毛と金玉の除去に金がかかりすぎる。

• バイナリーなトランスジェンダーではないので医師からの無理解や偏見が怖く

受診するのを躊躇ってしまう

• ノンバイナリーや Xジェンダーの戸籍がないため、変更ができず、困っている。

• ノンバイナリーの身体はイメージされにくく、現在認知されているバイナリーか

ら反対側のバイナリーへの移行の話になり、自己像に合う身体はまだたどり着

けない。 (情報も手に入りにくい)

• ノンバイナリーのモデル的なものがなく、 (それはそれで良いのだが) ホルモン

注射を打ってもバイナリーなジェンダーに区分されないか心配。

• ノンバイナリーとしての戸籍上の性別を得たい。

今後就労するにあたり職場等でノンバイナリーとしての扱いを受けたいが、ど

こから始めればいいのか。

• ノンバイナリーだが、日本の法律ではノンバイナリーという性別が想定されてお

らず、どう頑張ってもミスジェンダリングされる。あと結婚も戸籍上で「妻」とし

て扱われてミスジェンダリングされるという観点からできない。

• ノンオペの当事者の戸籍上の性別変更
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• トランスジェンダー外来を名乗りつつ、トランス男性に対し「男性になったレスビ

アン」というような表現をしている医院もあり、誰も信頼できない。信頼できそう

な人をさがすこと自体が困難

• トランジションへのアクセスは主にバイナリーなトランスに向けてのみ開かれて

いるような印象があり、アクセスが困難に感じる

• トランジションする先がない

• とにかくノンバイナリーのトランジション情報を見つけるのが難しい。ホルモンも

病院でうつべきか、個人輸入する方がいいのか迷ってしまう。

• どこに相談すべきか分からない

• ただ自分の性別に合わせたいだけなのに金額が高い。家族にカムアウトする気

はなのに手術すればどうしてもバレてしまうので選べない。

• たくさん薬を飲んでいるため、ホルモン治療を受けた際の体質の変化について

いけるかが心配。どこにアクセスしたらいいかわからない。名前の変更は簡単

にさせてほしい

• それらへのアクセスが、距離的、金銭的、心理的、あらゆる面で難しい

• ジェンダー化されていない服や鞄、靴、財布などを身につけたいが、（少なくと

も私が住む地方都市では）そんなものは売っていない。ユニセックスもバイナ

リーに感じられてあまり買いたくない。

• ジェンダーフルイドなので、クリニック受診時に出生時の判定性に対して所属

感を持っていたりそれに近い感覚であると、トランジションへの意欲が下がって

しまいそう。実際に言葉遣いなど個人の努力で達成可能な性別移行に時々困

難がある。しかし、いつどのように変化していくのか自分でも把握しきれないの

で、いつ受診するのが良いかは分からない。

• ジェンダークリニックへのアクセスが出来ない事情がある

• ジェンダークリニックが少ない。

• お金の問題と、クローゼットゆえに同居している家族に対してどうするかという

困難がある。

• お金が継続的にすごくかかる事、男性化しても自分が安心できる見た目になれ
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るのかと不可逆な医療が不安な事、うつ病なのでテストステロンの精神に及ぼ

す影響が心配

• お金、周囲の目、情報不足

• いわゆる性同一性障害の中核群と呼ばれるような人以外のアイデンティティを

尊重して対応してくれるジェンダークリニックの情報がないこと。また、そもそも

そのような病院がほとんど存在しないこと。性別違和理由の改名手続きでは通

るかどうかが担当のスタッフの知識量や偏見に左右されてしまい、中核群的な

トランス女性／男性に擬態する選択をする人も多いこと。

• いくらトランジションを頑張っても、社会的に A ジェンダーとして扱われること

がないこと。

• X ジェンダーやノンバイナリー，中性，両性の場合、特に性転換を必要とせず、

また恋愛対象も身体的性別から見て異性となる人が好きであったり、ファッショ

ンが中性的であるとか、あまり要求が多くないため、理解されにくい。これによ

り、私としては戸籍を前述に該当する『X』へ変更可能なら変更したいが、その

ようなものが今のところ日本では公的には存在しない。医学的な事は、カウン

セリングを除けば特に必要としていないので、あまり言及できるところは無いと

思う。

• Xジェンダーなので戸籍も女や男にカテゴライズされない風になるのが理想だ

が、そうはできないことが悲しい。

• SRS については健康的、経済的理由でしたくない。

• ・戸籍上の性別は、医療情報と結び付く場合、元々の身体の性を併記する必要

があると思う。また、不定性やクエスチョニングの人が後から変更できることと、

誰でも何度も変えられることによる弊害をどうバランス取るのかについても検

討する必要がある。このため戸籍上の性別については変えられなくても仕方が

ないと思っている。

・胸部と生殖器は、切除した場合の健康への影響と、切除しない場合の健康へ

の影響 (がんリスク低下等) と、切除した場合の生活への影響 (夫への精神的

影響) などが絡むため、なかなか簡単に決めることができない。
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「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果

• 「第三の性」が法定されていないために移行先がない　二元論でいう「異性」に

なりたいわけではないために SRSをするための要件にあたらないおそれがある

• （医者に）生理が早く無くなってほしいのに、順調に来るように治療されたり、女

性らしいからだや女性らしい性格が正常なように話をされる。例えば、おしゃれ

な服が着れるようにダイエットをしましょうなどと話をされる。
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以下は Anonymous from Reclaim Pride Brighton の Reclaim Your Queer

Fucking Life!（2021年、元は https://cryptpad.fr/file/#/2/file/

Cs1X3hKKWnwusrf3oRNehxpy/）の全訳です（“The zine is free to read, share

and distribute.”）。

* * * *

多くの者が、社会の堕落の責任をクィアらに負わせようとし

ている。これは、まったく誇らしいことだ。この文明とその

根底に流れる倫理観を、われわれがぐちゃぐちゃに破壊しよ

うとしていると信じる者もいる。これは、まったく正しいこ

とだ。われわれは、非道徳的で、退廃的で、吐き気を催させ

るような者らであると説明されがちである。だが、ああ、わ

れわれの本当の力に、彼人らはまだ気づいていない。

—Mary Nardini Gang (2009)

存在は抵抗

わたしたちは Queerである。それは、 LGBTQIA+から一文字を切り

出してきたものであるということでも、なんらかの安定的で限局的なア

イデンティティをもつということでもない。 Queerは決して単一の点で

はなく、常に流動し、変容し、拡張し続けるものである。海とともに満干

し、焔とともに破裂して煌めき、風とともに唸り渦巻くものである。個々

の総和以上の力を示すものである。 L、 G、 B、 T、 Q、 I、 Aの総称とし
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ての（小文字の） queerという表現は今や広まっている。しかし、われわ

れのいうQueer （大文字Qであることに注意せよ）は、その抵抗の力で

定義される  ——〈普通らしさ normalcy〉に挑戦するすべてへ仕掛けら

れた戦のなかで、鍛え上げられたその力に。〈普通らしさ〉は、白人至上

主義であり、資本主義であり、 alloシスヘテロ規範1であり、家父長制

であり、単数愛制であり、 able-bodied2である。Queerとは、これら以外

のすべてである 。

クィアとは緊張下にある領域であり、白人中心的でヘテロ規

範で単数愛者的な家父長制という支配的なナラティブに対抗

するものとして、さらには、周縁化され、他者化され、抑圧

されたすべての者らとの団結として、定義される。クィアと

は、異常で、奇妙で、危険とされているものである。セクシャ

リティとジェンダーに関わる概念も含まれるが、それ以外の

多くも含む。わたしたちの欲望や空想、そしてそれら以上を

も表す。クィアとは、ヘテロセクシャルな資本主義世界に反

するすべてのものの団結であり、〈普通〉による支配を徹底的

に拒絶するものである。 —Mary Nardini Gang (2014)

これは急に出てきた考えなどではない。わたしたち以前にも、 Queer

達はこの思想に基づいて生き、愛し、夢を見、戦い、そして死んでいっ

た。もっとも、言葉のみでは何も変わらない。われわれがアナキスト的

1alloシスヘテロ規範： alloロマンティック（≒ Aromanticでない）または alloセク
シュアル（≒ Asexualでない）であるという規範、シスジェンダーであるという規範、ヘ
テロロマンティックまたはヘテロセクシュアルであるという規範。

2able-bodied：≒ disability を経験していないひと。
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で、ユートピア的で、武闘派で、退廃的な政治運動を選ぶのは、それ以

外の政治思想との希望のない戦いを、常に強いられてきたからである。

身をもって、そのなかで生きてきたからである。ネオリベラルな受容な

ど、クィアなセックスワーカーや路上で眠る 10代の tranny3、 fag4狩り

のサバイバー達、ヤク中の dyke5、AIDSを経験している punk、 fatなド

ラァグクィーン、 Aジェンダーの囚人らにとって、なんの意味があろう。

わたしたちがホモフォビックなかぞくに追い出されて学校を中退せざる

を得ず、そのせいで就労することも生活費を払うこともできないまま凍

え死ぬとき、プライド広告は暖を与えてくれるのか。 Brightonを走る虹

色のパトカーは、何年も苦しめ、懇願や妥協をさせ、様々な犠牲を払わ

せてから、他の者らと同様に搾取の対象にしてくださる〈普通らしさ〉に

抵抗したとして、HRTを「違法」に無償提供する者を逮捕してくるのだ。

Queerな者らは、故意に下層階級にされ続けている。白人でニューロ

ティピカルで alloシスヘテで単数愛者である者ら以外は、下層階級に

される。これは、まさしく資本主義国家のミッション・ステートメントであ

る。安定した住居や医療、金、安全などへのアクセスを制限されている

のは偶然ではなく、〈普通らしさ〉が周縁化と困窮、そして死の脅威をダ

モクレスの剣のように頭上にぶらさげることでつくりだされている、人工

的な制約なのだ。「マシになるまで、もうちょっと様子見しようよ……」な

どという悪魔のささやきも、なんら変わらない。マシになんかなるかよ。

革命家がまず最初に学ぶべきこと、それは未来など自分には

3tranny：トランスジェンダーのひと。通常、差別語。
4fag(got)：男性同性愛者。通常、差別語。
5dyke：（特に「ブッチ」寄りの）レズビアン。通常、差別語
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無いということです — Huey P. Newton (1973)

わたしたちは Queer として、わたしたちを殺そうとしている社会のな

かで生きている。Queerと〈普通らしさ〉の対立は、わたしたちの悲鳴よ

り前から続くものではあるが、同時に、わたしたち自身の力による自律

こそが、 Queerを——わたしたちの死を求める世界に抗う力を——創

り出してもいる。

耐えきれぬほど多くの者たちが、すでに殺された。悪意、透明化、意

地悪、無知、同化、無関心により、親、きょうだい、親の親、先生、尊敬す

る人、ヒーロー、指導者、パートナー、子らとなり得た者たちが、殺されて

きた。彼人らが命をかけて求め続けたユートピアが、実現される希望す

ら生まれる何十年も前に。その遺志を継いでいるなどという言葉では、

不十分であろう。これはまさに、わたしたちの歴史なのだ。白人至上主

義で資本主義で alloシスヘテロ規範で父権主義で単数愛的な世界を

破壊し尽くすこと、それは Queerとしてのわたしたちの責務であり名誉

だ。何百、何千、何百万もの殺されてきたQueerらの名前を、死んだ警

官の額にナイフで刻み込め。彼人らの名のもとに、木を植え、絵を描き、

愛し合え。抵抗を必要とするこの緊張状態は、ただ経済的、思想的、社

会的なものではなく、歴史的なものでもあるのだ。

わたしたちは Queerである。それは、 Queerである以外の選択肢な

ど、今もこれまでも、ひとつもなかったから。わたしたちは存在する。ゆえ

に、抵抗する。これはただのスローガンでもお題目でもない。閧の声だ。
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クソみたいな現状について

〈普通らしさ〉に基づいた社会は、主に〈抹殺〉と〈同化〉の二つの装置

で、 Queerな者らとコミュニティを抑圧する。

〈抹殺〉とは、残酷に唸る剣の鋭刃である。ファシズムに基づくジェノ

サイドであり、国家をはじめとした暴力を寡占する存在によって実践さ

れている。これは、生命を救うための医療へアクセスできるまでにかか

る 10年弱のことである。無数の者を病死させることである。 Faggotが

ヤることやクロスドレスすることを、違法化することである。「セクション

28」6である。「WHRC宣言」7である。陰謀論的なファシズムを撒き散ら

す、 TERFや「ジェンダー・クリティカル・フェミニスト」とやらのことであ

る。生殖器やデッドネーム、セクシャリティについて、上から目線で攻撃

的に聞いてきた全員のことである。トランスのひとをジェンダー化された

監獄に入れ、誤った代名詞が彫られた墓に埋め、デッドネームを連呼し

て死を悼むことである。これらを特産品とする国家へと、強制送還する

ことである。

Queerであるということ。〈普通らしさ〉に立ち向かうこと。それは、〈抹

殺〉を図られる行動をとることである。おまえを路上で殺してくるかもし

6「セクション 28」： 1988年に、サッチャー政権下のイングランドとウェールズで導入
された、「同性愛の促進」を禁じる「地方自治法 28条」。 2003年に廃止された。

7「WHRC宣言」：Women’ s Human Rights Campaign （現：Women’ s Declara-
tion International）による、「女性の〈セックス〉に基づく権利に関する宣言」。トランス差
別的な内容が問題となった。
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れない。養子を育てる権利を奪ってくるかもしれない。いずれにせよ、や

つらはクソみたいに恐れているのだ、おまえにかぞくをもたれることを、

遺志を継がれることを、コミュニティをもたれることを。死後もなお、おま

えの思想や信念が残ることを。わたしたちの身体は暴力の対象にされ、

防衛すれば罰として監獄に入れられる。どのような手を使ってでもおま

えからすべてを奪い、おまえの Queerらしさの抹消を図っているのだ。

利潤と支配のため、われわれは焼かれ、刺され、撃たれ、飢えさせられ、

そして墓標もなき穴に投げ込まれる。やつらの目的は、おまえの自律性

と安全を徹底的に拒絶することだ。おまえの Queerらしさを、徹底的に

拒絶することなのだ。

目覚めよ！ 　現代社会はスケープゴートを生む装置の上に成

り立っている。我々は気づかぬまま、自ら生贄の仔山羊になる

ため肥え続けている。我らの敵は、常に我ら自身であったの

だ！ 　社会の底辺にされた者たちよ、のけ者たちよ！ 　社会

が窮地に立たされたとき、また贄にされるのは我々だ。我々

の命は、消耗品ではない！ 　— SPIT! (2017)

一方、〈同化〉とは、わたしたち自身をわたしたちの敵にするものであ

る。〈普通らしさ〉がわたしたちの生存を許すとき、Queerらしさは〈抹殺〉

主義者らのお口に合うように飼い馴らされ、管理され、牙を抜かれるこ

とを求められる。ふざけんなよ、クソが。

わたしたちに与えられるのは婚姻の権利、すなわち単数婚と資本主

義的な家族制度におちつく機会である。充分に搾取可能で、かつ充分

に他者を搾取さえしていれば、 RuPaulのようにドラァグカルチャーを骨
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抜きにして、メディア企業のトロフィーになってスポンサー様の利潤に貢

献し、空いた時間にフラッキングで大稼ぎするビジネスチャンスもいた

だける。政治家になり、 Lloyd Russell-Moyle8を見習って地球を燃え尽

くしている中道派たちに助力する権利もいただける。あるいは、 Peter

Tatchellのような NGO代表になり、われわれを踏みにじる軍人らから

金をもらいながら 「やめていただきとう存じます」などと丁寧にお願い

し申しあげることもできる  ―――みせかけだけの政治も、ここまで酷いも

のはなかなか無い。 Kathleen Stock9のように、 Queerの分断を図りな

がら梯子を外し、シス・レズビアンとアライのごく一部を〈抹殺〉主義者に

取り込む機会もいただける。公文書では人称代名詞の選択肢もいただ

ける。ただし許容されるのは she または heの一方のみに限られ、 xie10

が運転免許を取ることは蔑まれる。軍人になり、帝国主義の駒となる権

利も与えられる。これが社会的受容のシンボルらしいぜ。

わたしたちに与えられるのは、 Queerの闘争のシンボルで儲けるた

めに alloシスヘテロがつくった、レインボー・ウォッシュされた企業主義

である。 Club and Bar Revengeに飾られたレインボー・フラッグやピン

ク・トライアングルは、そこでハラスメントを受け、同意なく触られ、暴行

され、薬を盛られた Queerたちにとって、何一つ意味などない。最低賃

金で働いている faggotたちにとって、なんの意味があるんだよ。 Faggot

8Lloyd Russell-Moyle： HIV陽性であったことを公表していた、 Brighton Kemp-
town代表の労働党ラッセル＝モイル議員。

9サセックス大学の元教授。 Gender Critical Feministを自称する。 2021年、学生
の抗議を発端に辞職した。

10xie： neopronouns （新代名詞）のひとつ。
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や trannyは「パリピ」だからと興味本位で集まる straggot11など、皆、海

に放り投げられるが良い。貪欲なポップ・カルチャーに支えられた「プラ

イド」商品は、 Queerな者らの賃金労働、人格、身体を飼い馴らし、従

化させる寄生虫でしかない。わたしたちに与えられるのは、国家が協賛

し警察が誘導するパレードである。国家は Queerの歴史によって利潤

を得ながら、表現を管理し「集団としての自律性」という急進的な考え

を無力化することで、われわれを〈抹殺〉する〈普通らしさ〉を再生産・複

製する。名ばかりに 「クィア」な支配階級は、その他のものと同様、〈普

通らしさ〉の力でしかない  ―――根本的な社会政策を阻止するというお

まけ付きで。

投票はわたしたちを救わない。寛容はわたしたちを救わない。受容は

わたしたちを救わない。〈同化〉はわたしたちを救うことはなく、確実に、

しかしゆっくりと、わたしたちを〈抹殺〉していくのだ。

クィアなマイノリティの必要に基づいて計画を立てよ。同化

の
ポリティクス

政 治を拒絶し、寛容を懇願するのをやめよ。セクシャリ

ティとジェンダーの多様性の祝福を歓迎せよ。社会システム

の変革を求めよ。民主主義の神聖化を徹底的に終わらせ、司

法の士気を挫け。われわれの言葉で、われわれの感情的・性

的欲求を定義せよ。虚偽の平等ではなく、無視してはならぬ

差異を、重視せよ。 —  Carlos Motta (2011)

社会はおまえを殺そうとしている。殺せないのならば、おまえをおま

えにするその全てを奪おうとする。自由のための闘争の歴史をかき消

11straggot： faggot をもじった、「ストレート」の人に対する侮蔑語。
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し、わたしたちの先人達が命を失った戦場に小便をかけ、コミュニティ

を骨抜きにしようとする。咀嚼され、死と退廃と飢餓と喪失の文化の中

に吐き出される。そして、死よりも悲惨な運命を迎えることとなる。ゆえ

に、 Queerであるということは、精神、魂、こころ、そして身体の全てで

〈抹殺〉と〈同化〉という二つの装置を徹底的に拒絶し、これらに抗って

いくことなのだ。

Queer Unity

クィア・アナキストとして受け継がれた反抗精神を、再発見

せねばならない。普通らしさの構造を破壊し、代わりにこの

普通らしさより疎外されてきたことを基に、これを解体する
ポジション

立場を作らねばならない。その立場を通じて、同化主義者ら

の思潮、されには資本主義の破壊を、始めなければならない。

こういった立場は、この世界を完全に打破する社会的な力の

道具となりうる。われわれの身体は、この社会の秩序と対立

するものとして生まれてきた。この対立を深め、広げねばな

らない。 —Mary Nardini Gang (2014)

殴り返すために12われわれが手にする武器を、 Queer Unity と呼ん

でいる。 Queerな抵抗者であること、反乱者であること、それが Queer
12原文： bashing the fuck back。 Bash back は「殴り返す」の口語表現であると同

時に、命令形にした Bash Back!は 2007年ごろにシカゴで結成されたクィア・アナキスト
のネットワークおよびそのムーブメントの名前でもある。本稿はこの Bash Back!の影響
を受けており、関係団体である Mary Nardini Gang も引用されている。なお、旧 Bash
Back!は 2011年ごろに解散したが、 2023年に再結成された。
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Unityの実践であり信念である。〈普通らしさ〉とそれが用いる全ての

ヒエラルキーとに宣戦布告する、「抑圧？　クソくらえ」作戦だ。 Queer

Unityとはあらゆる〈同化〉の完全な拒絶であり、全ての〈抹殺〉に対する

エンパワーを通じた自衛である。反ファシズムであり、反資本主義であ

り、反人種主義であり、武闘派フェミニズムであり、廃止論である。同じ

抑圧者らに苦しめられている者らやコミュニティとのつながりを喜ぶこ

とである。解放のための全ての闘争が手を取り合い、地図上と心の中と

から、わたしたちを分断するために〈普通らしさ〉が振るう武器にすぎぬ

壁を、取り払うことである。 Queer Unityを通じて、国家もポリ公も fag

殺しも TERFも法律も、もはや脅威ではなくなる。この終わりなき消耗

戦は、それをつくりだし維持しているメカニズムや構造を用いても終わ

らせることはできない。必要なのは、被抑圧者ら同士の連帯、〈同化〉へ

の抵抗、非暴力、平等な連合、そして互いの尊重だ。 Queer Unityは、

われわれを窒息させ絶望させる
ヒエラルキー

階統制を解体するために必要な、対抗

の力である。

わたしたちの戦術は、わたしたちのジェンダーと同じく多様

である。わたしたちのアクティビズムは、わたしたちのセッ

クスのように情熱的である。わたしたちの抵抗は、わたした

ちの欲望のように自由である。こころの内の植民地を爆破し、

わたしたちを終わらせるために苦心する者らへの抵抗を続け

ることで、創造性と快楽の新たな地平が拓ける。わたしたち

の愛は破壊と退廃、解放と多様性のための
f u g i t i v e 　 p r a c t i c e

脱走者たちの実践

である。国家の許した陽炎でなく革命を愛せ、ホモトピアを。
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— Homotopia (2006)

Queer Unityは、 Queerの解放のための万能な道具である。あると

きはパトカーの窓を割るレンガであり、あるときは家やコミュニティを、

そして新たな世界を、つくるレンガである。Queer Unityでは、集産的に

存在し抵抗し合える場のために、食糧やマスク、包帯、ホルモンを共有

する。被逮捕者を解放し体を盾にして互いを守りあい、その後には料理

を振る舞いあう。身体、精神、創造性、性、そして魂を養うための場所と

時間をとる。このことに、互いの許可を得ることも、何らかの条件を満た

すことも、不要である13。売り物になどならない。てめぇらの機械の歯車

になどならない。わたしたちの身体は、〈普通らしさ〉の怒りに満ちたバッ

クラッシュなど恐れはしない。わたしたちの文化、決まり事、創造性を、

てめぇらのトロフィーになどさせない。請うことも、議論することも、何か

を犠牲にしたり妥協したりすることも、無い。Queer Unityは譲歩などし

ない。

Queer Unity とは、わたしたちの腹を満たし目を覚まさせる、無限の

可能性である。〈普通らしさ〉とその鎖より解き放された世界で、自律性

に導かれた先の全てである。その日が来るまで既に解放されたかのよう

に生き、その権利を奪う全てとの闘争を喜んで引き受けることである。

われわれ自身の血に濡れた手で産む、罪と犯罪の時代である。工事現

場を燃やして夕飯を温めることである。国会議事堂に侵入し、セックス・

パーティーを主催することである。喉を締めつけてくる〈普通らしさ〉に

力を与える全てに、釘バットをふることである。社会的秩序、階級構造、

13後述の通り、性的な同意は当然の前提であろう。
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国家とそのブリキの兵隊さんたちの崩壊を、踊って喜ぶことである。自

由な個人の自主的な団結である。「性差」を取りまく全ての会話をぶっ

潰すことである。セクシャル・ヘルスと性的同意を最低限の共通ラインに

することである。逮捕されたQueerな者らに手紙を書き、彼人らのため

に立ち上がることである。ひとを家まで送り、相互扶助のための組織を

運営し、互いを守り合うことである。〈普通らしさ〉に反することを恥じな

いことであり、革命心を目覚めさせることである。クソみたいな国家や

キリスト教から解き放された、一生ものの愛の同盟である。今も続く、解

放のための闘争の歴史を知ることである。 Queer Unity とは、ストリー

ト・トランスヴェスタイト・アクション・レボリューショナリーズとして、ラディ

カルな相互扶助に基づいた「ハウスカルチャー」で 1970年代のニュー

ヨーク・シティで Blackや Brownの Queer コミュニティを栄えさせた、

Marsha P. Johnsonと Sylvia Riveraである。また、横につながる Queer

な反資本主義的空間をつくり、確固たる構造や定義、境界線を拒否す

ることである。死者の名誉を守り、互いを逮捕から守ることである。直

接行動である。自身を、共同体を、パートナー（たち）を愛することであ

る。〈普通らしさ〉が無力化された自由な世界への希望と、共に生きるこ

とである。そうすることで、わたしたちは自分自身や愛する者たちのた

めに、より良い世界を作り続けている。それは、資本主義や妥協を前提

とした政策や、搾取や暴力を生の一部として引き受けることを条件とす

る改良に頼る必要のない、クソ美しい世界となろう。Queer Unityとは、

ファシストの顔面をぶん殴ることであり、恋人が拳についた血を流して

くれることであり、友達が奪ってきた夕飯を分けてくれることであり、共
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に戦う未来のために祝杯をあげることである。流動的で、可燃的で、挑

発的。世界を燃やしながら、共に守り合おう。

世界を根底から変えられるかのように行動せねばならない。常

に、そうせねばならない。 — Angela Davis (1972)

奪回

「Prideを奪回せよ　 Brighton （Reclaim Pride Brighton）」は、Queer

なコミュニティ同士の連帯の表示として始まった。ロンドンのハイバリー・

フィールズにて行われた「Pride を奪回せよ」マーチは、集団的で堂々

とクィアなプロテストに場を与えた。われわれは、 Brightonの Queerコ

ミュニティから連帯を示すため、これに参加していた。また、Wi Spa事

件の影響で警察や Proud Boysからの暴力に遭っているロサンゼルス

のクィアな反ファシストたちへも、皆、連帯していた。これらを踏まえて、

われわれ自身も、 Brightonで同様のマーチを行なったのだった。でき

うる最善の方法でQueer Unityを示すため、大声で叫ぶQueerな集団

としてゴミにクソした。恐れずに声を上げ、誰にも邪魔されずに歩き、自

律的に存在する力を、自らに与えた。わたしたちの抵抗には、国家も資

本も無関係であった。 Pride とは、歴史的にもアクションであり、また、

常にそうであるべきだから。中心メンバーはわずか 5名程度であった

が、たった数週間の準備のうちに、皆の知る〈同化〉主義的で商業化さ

れたプライドの成れの果てを生み出した構造の外側に、運動をつくりあ
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げた。正式なリーダーはいなかった。公的な組織も一切呼ばず、協力関

係も結ばなかった。わたしたちは、全国から集まった Brighton出身者

でしかなく、存在し続けるために必要であったから、この愛と抵抗のコ

ミュニティを形成したに過ぎなかった。政治家や資本主義者、反革命的

な改良主義者、報道者らには、居場所など与えなかった。わたしたちは、

他人のルールに従うことなど拒絶した。それを諦めた瞬間に、解放の夢

は飲み込まれ、吐き返されるから。

これはラディカルなアクションです！ 　これはプロテストで

す！ 　わたしたちは、礼儀正しく改良を求めるために集まっ

たわけではありません。警察や政府、企業のために集まったわ

けではありません。彼人らではなくわたしたち自身に、自分た

ちが誰であるかを思い出させるため集まったのです。わたし

たちは、コミュニティと繋がりなおそうとしています。虐待さ

れるたび、ハラスメントに遭うたび、辱められるたび、このよ

うに共に立ち上がれるのならば、わたしたちに指一本触れる

ことなど誰にもできないから。［中略］これこそが「解放」とい

うものの意味です。これこそが「Pride」というものの意味で

す。では、「コミュニティ」とはどういうものでしょうか？ 　

そう、まさしく、これこそが「コミュニティ」です！

—「Prideを奪回せよ　 Brighton」でのスピーチ (2021)

「Prideを奪回せよ」マーチから始まった
オートノミー

自律性の
ユーフォリア

喜 びは、日常生活

の中でも再現を目指して身を捧げるものとなった。 Prideは単にある日

の午後にプロテストしたり祝ったりするためのものではなく、生活のあ
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らゆる場において必要不可欠なものである―――Alloシスヘテロ規範家

父長制、資本主義、その他の全てのヒエラルキーに縛られて生きる毎日

の。 Prideとは、 Queer Unityの、すなわち解放を目指す闘争のための

アクションの、具現化である。だから、わたしたちは毎月、食料や水、生

理用品、代名詞の書かれたバッジ、本、衣類、そしてそれ以上を配る相

互扶助を運営している。 TERFやファシスト、国家や資本主義団体に対

するカウンター・デモに参加したり、これらを組織したりしている。だか

ら、わたしたちの街は、わたしたちのポスターやステッカーであふれてい

る。だから、わたしたちはどこへも行かない。これらの表立った行動は非

暴力的ではあるものの、 Queer Unityの実践は、自衛と解放のための

暴力を本質として必要とする。暴力に基づいたシステムは、いかなる手

段をもってでも、解体され廃止されて然るべきだ。 Prideとは、〈普通ら

しさ〉、国家や抑圧的なヒエラルキー、〈抹殺〉と〈同化〉、その全てに殴り

返す14ことである。これは公共の場で自らを罪に陥れるということでは

ない。どのような運動でも、多様な戦略や密やかな行動、そして匿名性

は大切なものであろう。わたしたちとしては、反体制的な解放のための

闘争へと繋がる意識とコミュニティを育むことを目的としている。だが、

わたしたちはまだ運動を始めたばかりであり、完璧からは程遠い。この

ようなプロジェクトを成功させるには、献身、流動性、そして批判との対

話が必須だ。長くかかるだろう。しかし、わたしたちが、あるいはわたし

たちを継ぐものが、ある日そこへとたどり着くことを考えると、クソほど興

奮する。

14原文： bashing the fuck back。訳注 12 を参照のこと。
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これは、 alloシスヘテロの「アライ」の皆様にうなずきながら理解して

もらうために書いているのではない。 Queerのために書いている。身

体、感情、社会的役割における自律性を暴力によって支配され、隷属さ

せられてきた世界中の者たちのために書いている。おまえらの、悲惨で

逸脱した、
f u g i t i v e h i s t o r y

脱走者としての歴史へ呼びかけている。売られることを、傷

つけられることを、自分自身以外に支配されることを、否定するように

呼びかけている。全てを奪い返すことを、呼びかけている。

わたしたちは、Queerらのグループの小さな一つにすぎない。わたし

たちはQueer Unityである。愛であり、怒りであり、連帯である。わたし

たちは、ぶん殴り返している15。 Prideを奪い返している。愛し、支え合っ

ている。抑圧と殺戮の上に成り立つ社会を滅亡させるために、戦ってい

る。そして、このことを誇りに思っている。わたしたちは自らの信念に従

い、実践を通じてそれを実現することに身を尽くしている。火蓋は、まだ

切られたばかりだ。さあ、おまえたちも立ち上がるがよい。

15原文： bashing the fuck back。訳注 12 を参照のこと。
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インスピレーションとなった作品

• SPIT! Manifesto Reader

• Xenofeminism Manifesto

• Gender Nihilism (Anti-Manifesto) および

Beyond Negativity

• Mary Nardini Gang：

(1) Be Gay, Do Crime， (2) Criminal Intimacy， (3) Toward the Queerest In-

surrection

• Audre Lorde：

(1) The Master’s Tools Will Never Dismantle the Master’s House， (2) Poetry

Is Not a Luxury

• Building an Abolitionist Trans/Queer Movement With Everything We’ve Got

• Street Transvestite Action Revolutionaries

• An Army Of Lovers Cannot Lose (ACT UP)

• Kill The Cop In Your Head

• Bash Back! Anthology

• Queering Anarchism

• Anarchism and The Black Revolution

• Abolishing The Police

• Mutual Aid: Building Solidarity During This Crisis (and the Next)

• その他：

– Abolition

– Indigenous Anarchism

– Queer Anarchism

– Works of Lucy Parsons

– Black Autonomy Network
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https://static1.squarespace.com/static/5d40a0bea6305d0001bc1663/t/5e71ae76539f800fe98afc3f/1584508595297/SPIT%21Reader-2017.pdf
https://www.laboriacuboniks.net/20150612-xf_layout_web.pdf
https://libcom.org/library/gender-nihilism-anti-manifesto
https://alyesque.medium.com/beyond-negativity-what-comes-after-gender-nihilism-bbd80a5fc05d
https://theanarchistlibrary.org/library/mary-nardini-gang-be-gay-do-crime
https://theanarchistlibrary.org/library/mary-nardini-gang-criminal-intimacy
https://theanarchistlibrary.org/library/mary-nardini-gang-toward-the-queerest-insurrection
https://theanarchistlibrary.org/library/mary-nardini-gang-toward-the-queerest-insurrection
https://collectiveliberation.org/wp-content/uploads/2013/01/Lorde_The_Masters_Tools.pdf
https://www.colorado.edu/odece/sites/default/files/attached-files/rba09-sb4converted_8.pdf
https://www.colorado.edu/odece/sites/default/files/attached-files/rba09-sb4converted_8.pdf
http://www.deanspade.net/wp-content/uploads/2010/07/Building-an-Abolitionist-Trans-Queer-Movement-With-Everything-Weve-Got.pdf
https://untorellipress.noblogs.org/files/2011/12/STAR.pdf
https://actupny.org/documents/QueersReadThis.pdf
https://archive.iww.org/history/library/Jackson/copinyourhead/
https://libcom.org/files/Fray%20Baroque%20and%20Tegan%20Eanelli%20Queer%20Ultraviolence_%20Bashback!%20Anthology.pdf
https://libcom.org/files/Queering_Anarchism_Addressing_and_Undre_-_Volcano_.pdf
https://theanarchistlibrary.org/library/lorenzo-kom-boa-ervin-anarchism-and-the-black-revolution
https://abolitionistfutures.com/abolishing-the-police-book
https://www.versobooks.com/books/3713-mutual-aid
https://abolitionistfutures.com/full-reading-list
https://iaf-fai.org/2020/04/23/recommended-readings/
https://anarchistarborist.medium.com/queer-anarchism-queer-theory-reading-list-9b07150bc3
http://dwardmac.pitzer.edu/Anarchist_Archives/bright/lparsons/lparsonscw.html
https://blackautonomynetwork.noblogs.org/library/
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ここにいる。

きのうまでも、あしたからも、ずっと。

ずっと。



初出一覧

本 ZINE収録作品は、「Queerな生を奪回せよ！」を除き、 sykality

（“しぃ”）および a.n. （“neko”）が書いた記事をもとにふたりで加筆・修正

したものです。

sykalityのブログ： https://sykality.wordpress.com

a.n. のブログ： https://anarchistneko.wordpress.com

* * * *

LGBTQ+ってなに？　に対する、私たちなりの文章
2022年 11月 24日
（a.n.のブログより）

ジェンダーを図示する

2022年 10月 15日
（a.n. のブログより）

「rakugaki」
2023年 1月 6日

（sykalityのブログより、「私たちは私たちのパンを齧る」を基に加筆修正）

ペドフィリアは LGBTQ+に含まれるのか
2023年 8月 7日

（sykalityのブログより、「ペドフィリア、チャイルド・マレスターと性的指向」から改題 ）

「日本語版ジェンダー調査 2023」調査結果
2023年 3月 15日
（sykalityのブログより）

Queerな生を奪回せよ！
全改訳

（Reclaim Pride Brighton. 2021. Reclamation: A Queer Zine from Brighton. より全訳）

We Are Here, We Are Queer
2023年 2月 10日

（a.n.: a ZINE by anarchist_neko を基に修正）

https://sykality.wordpress.com
https://anarchistneko.wordpress.com


LGBTQ+ってなに？　に対する、私たちなりの ZINE

2025年 8月 20日　初版

著者： sykality ・ a.n.
https://sykality.wordpress.com
https://anarchistneko.github.io

本 ZINEは著作権を放棄しています。転載、翻訳、再配布等を認めます。

sykality and a.n. 2023-2025. No rights reserved.

https://sykality.wordpress.com
https://anarchistneko.github.io
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